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記 者 発 表（ 資 料 配 布 ）

月 日

（曜日）
担当課名 ＴＥＬ

発 表 者 名

(担当係長名)

その他の

配布先

3月 29 日

（火）

14:00

関西広域連合広域防災局

広域企画課

(兵庫県)

（企画県民部防災企画局防

災計画課広域企画室）

078-362-9818

内線：3131

課長 石田勝則

(課長補佐小堀一幸)

関西広域連合

構成府県

平成 23 年東北地方太平洋沖地震における関西広域連合構成府県の

被災地支援にかかる各府県の記者発表資料について

（対象：3月 28 日（月）0:00 から 24:00）

標記のことについて、別添のとおりお知らせします。

なお、構成府県により記者発表の方法が異なっており、滋賀県、大阪府、和歌山県につ

いては、これまでの支援状況の累積分も含まれていることを申し添えます。
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【関西広域連合（兵庫県）】

○ 関西広域連合・兵庫県 宮城県北部沿岸市町支援隊（第２陣）の派遣について

標記のことについて、下記のとおり職員を派遣します。

なお、現地の市町支援本部からのニーズに対応し、今回は保健師２名、ガレキ処理等環境

対策３名の増員を図っています。

記

１ 支援隊の出発について

出発日時 ３月２８日（月）１５：００～

出発場所 県庁３号館北側

派 遣 者 ３９名 (気仙沼市１４名、南三陸町１２名、石巻市１３名)

車 両 大型バス３台

※前回と同様に、徳島県職員１５名が同乗します。

２ 派遣期間

平成２３年３月２８日（月）～ ４月４日（月）

３ 派遣先

宮城県気仙沼市、南三陸町、石巻市

４ 派遣者

気仙沼市支援本部 ２２名 統括：松田 太輔（兵庫県住宅再建共済基金事務局長）

南三陸町支援本部 １７名 統括：米田 義正（企画県民部企画財政局総務課長）

石巻市支援本部 ２１名 統括：藤森 龍（人事委員会事務局総務課長）

計 ６０名（県職員３３名、市町職員２０名、市町社協職員７名）

※県庁出発者以外の派遣者２１名は現地合流。
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○ 東北地方太平洋沖地震の被災者に対する兵庫県営住宅の提供等の状況（3/28 現在）

について

平成 23 年 3 月 28 日 17 時 30 分現在の標記の状況は、下記のとおりです。

記

１ 提供する県営住宅

１,２００戸（うち、すぐ入居可能な住戸１００戸）

※ ３月２６日から、提供する県営住宅の数を６００戸から１，２００戸に増加

２ 提供等の状況

入居決定戸数
入居辞退

戸数

提供可能

戸数
日付 受付件数

鍵渡し

戸数

3/17 82 - （-） - 600

3/18 62 24 （2） 0 576

3/19～21 19 0 （0） 0 576

3/22 20 15 （11） 5 566

3/23 6 4 (3) 3 565

3/24 7 3 (2) 2 564

3/25 2 2 (3) 0 562

3/26～27 1 0 (0) 0 1,162

3/28 3 2 (1) 0 1,160

合計 202 50 （22） 10 1,160
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○ 東北地方太平洋沖地震に係る被災地からの避難者受入状況（3/28 現在）について

標記については、現段階で把握しているのは、少なくとも１００世帯３６１名ですのでお

知らせします。

記

被災地から兵庫県内への避難者受入状況

（３月２８日１７時３０分現在）

被災地住民の避難者数
市町等名 受入場所

世帯数 人数

兵庫県 兵庫県営住宅 22 世帯 95 名

神戸市 市営住宅 59 世帯 208 名

明石市 市営住宅 2世帯 7名

西宮市 市営住宅 8世帯 20 名

宝塚市 市営住宅 2世帯 5名

高砂市 市営住宅 1世帯 5名

三田市 市営住宅 4世帯 12 名

丹波市 市営住宅 2世帯 9名

合 計 100 世帯 361 人
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件 名 部局名
記載
ページ

「被災地支援
の状況」
関連ﾍﾟｰｼﾞ

1 災害支援ボランティアについて
企画県民部
県民文化局

1 13

2 被災地への人的支援（県職員の派遣）
企画県民部
管理局

2 －

3 市町職員の現地支援派遣について
企画県民部
企画財政局

3 －

4 介護ボランティアの派遣
健康福祉部
社会福祉局

4 －

5 救援物資 産業労働部 5 8

6 応急仮設住宅の建設（宮城県）
県土整備部部
住宅建築局

6 15

7 公共土木施設の復旧・復興について
県土整備部
県土企画局・土木局

7 17

8 学校の早期再開 教育委員会 9 21

9 児童生徒等の心のケア 教育委員会 10 21

10 水道の応急給水、復旧支援 企業庁 11 20

1 被災地から兵庫県への受入れ 関係部局 12 －

2 一時遠隔避難所の確保・運営
防災部局
県土整備部
教育委員会

14 －

3
被災高校生等の兵庫県内の私立高等学校で
の受け入れ支援

企画県民部
教育・情報局

15 －

4 被災者の県営住宅への受入れ
まちづくり部
住宅建築局

16 16

1 野菜の生産・供給対策
農政環境部
農林水産局

17 －

被災地支援に係る課題と対応

Ⅱ 被災者の受入れ

Ⅲ その他

Ⅰ 現地支援
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被 災 地 支 援 に 係 る 課 題 と 対 応 方 針

現時点での課題

・ 被害の大きな地域では、道路の寸断、建物崩壊による二次災害等の問題

から、現時点では一般ボランティアが入れる状態ではない。

・ 市町役場の混乱、ボランティアセンターの立ち上げの遅れ等から現地の

ニーズが被災地外に伝わってこない。

対応状況

・ ボランティア先遣隊を派遣し、現地ニーズの調査を実施。

第 1 回 3 月 18 日～20 日 77 名 松島町

第 2 回 3 月 23 日～25 日 34 名 〃

・ 県・市町社会福祉協議会からボランティアコーディネーターを派遣し、

ボランティアセンター立ち上げと運営を支援。

第 1 回 3 月 18 日～25 日 2 名 岩沼市 等

第 2 回 3 月 23 日～28 日 3 名 石巻市、気仙沼市、南三陸町

・ 家屋内の端材処理、片付け等に携わる一般ボランティアを募集し、比較

的被害の少ない地域に派遣。

第 1 回 3 月 28 日～31 日 71 名 松島町

今後想定される課題

・ 現地ニーズにマッチしたボランティアの的確な派遣と継続的な供給

・ 現地のボランティアセンターとの情報共有と連携

対応方針

・ 継続的な一般ボランティアの派遣

・ 復旧に伴い拡大するニーズに対応した、ボランティアの募集、登録

（のじぎくボランタリーネットの活用）

・ ひょうごボランタリープラザによる的確なボランティア情報の提供

（各種ボランティア募集情報、現地ボランティアセンターの動向、

義援金、救援物資の呼びかけ 等）

・ 一時遠隔避難所におけるボランティア対応の準備

（運営、炊き出し、介護、避難者のケア 等）

所管課 地域協働課 電話番号 内線２７３２

件

名

災害支援ボランティアについて

部

局

名

企画県民部

県民文化局
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被 災 地 支 援 に 係 る 課 題 と 対 応

現時点及び今後想定される課題

１ 短期的な支援

被災地域のニーズを的確に把握しつつ、短期間（概ね１週間程度）での派遣によ

り、臨機応変に人的支援を行っていく必要がある。

２ 中長期的な人員派遣

要員確保について検討する必要がある。

３ 本県業務の執行方法等

４月から新年度が始まり業務が本格化してくる中で、積極的に被災地支援を継続

的に行っていくためには、本県業務の執行方法等についても見直しを行う必要があ

る。

対応方針

１ 短期的な支援

宮城県庁の現地支援本部及び沿岸市町支援本部からの情報をもとに、被災地に

おけるニーズに応じた職員派遣を行う。

２ 中長期的な人員派遣

中長期的な人的派遣（地方自治法第 252 条の 17）の要請については、関西広域

連合としての役割分担を踏まえ、鳥取県・徳島県と調整のうえ、分野別に人選を行

う方法で検討する。

３ 本県業務の執行方法等

業務の実施と被災地への継続的支援を両立させるため、４月・５月の行事を含

め、本県業務の優先順位づけを改めて行うよう各部局に通知する。

（共管：新行政課）

所管課 人事課 電話番号 内線２４３２

件

名

被災地への人的支援（県職員の派遣）

部

局

名

企画県民部

管 理 局

-7-



被 災 地 支 援 に 係 る 課 題 と 対 応

今後想定される課題

１ 「関西広域連合・兵庫県 宮城県北部沿岸市町支援本部」

への市町派遣に係る調整

①被災地のニーズに応じた担当事務の多様化への対応

②中長期的な派遣体制の整備

２ 国（全国市町会・町村会）を通じた人的支援要請への対応

総務省自治行政局公務員部において、被災県（青森県、岩手県、宮城県、

福島県、茨城県、千葉県）に対し、被災市町村における人的支援要望（短期及

び中長期の派遣）を照会中（総務省への報告期限：３月２９日）

今後、総務省から当該要望結果を踏まえ、全国市長会及び全国町村会を通じ

て、派遣可能性の照会が行われる見込み。

対応方針

１について

① 県内市町での派遣可能職員の把握

第１次派遣の情報等に基づき、県から現時点で支援が必要な事務・

人数、今後支援が必要な事務・人数を県内市町に伝達し、派遣可能な

人材のリストアップを依頼する。

② ローテーションによる県内市町派遣体制

県内市町を派遣地域毎に分け、派遣ローテーションを調整する。

２について

全国市長会・全国町村会からの照会について、宮城県への派遣状況を踏まえ

ながら、県市町会・県町村会と連携し、市町振興課において派遣市町の調整

を行う。

関西広域連合のｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄ制について配慮するよう総務省には依頼済み。

宮城県は、避難所運営支援に約２００人の派遣要請を行う旨、連絡を受け

ている。（派遣要請全体数については集計中）

所管課 市町振興課 電話番号 内線２４９２

件

名

市町職員の現地支援派遣について

部

局

名

企画県民部

企画財政局
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被 災 地 支 援 に 係 る 課 題 と 対 応

現時点での課題

避難所では、介護ボランティアが不足しているため、避難所に泊まり込み、お

むつ替えやトイレの誘導等の継続的活動が可能な介護ボランティアの派遣が必要

となっている。（石巻支援本部からの連絡）

対応状況

１ 宮城県内高齢者施設での対応

避難所で介護が必要となった高齢者については、宮城県内の高齢者施設にお

いて、在宅高齢者用に 70～80 人の受け入れが可能とのことであり、さらに、

宮城県内の高齢者施設での定員外措置により対応が可能である。

※ 阪神・淡路大震災の経験を踏まえ、兵庫県から宮城県に対し、定員外措置の取扱

について助言を行った。

※ それを受け、宮城県は、石巻市等の被災市町に対し、その旨の通知をすることと

している。

２ 介護ボランティアの派遣

宮城県の依頼により、厚生労働省が調整し、今週初めにも近隣府県から避難

所での介護ボランティア（介護職員）が派遣される予定である。

所管課 総務課

高齢社会課

電話番号 内線 ２９９１

２９５０

件

名

介護ボランティアの派遣

部

局

名

健康福祉部

社会福祉局
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被 災 地 支 援 に 係 る 課 題 と 対 応

現時点での課題

宮城県より支援物資（水以外）について受入可能との連絡を受け、県内企業等から

の申出のあった支援物資のうち、被災地における必要物品の優先順位に基づき、順次

搬送に取りかかっているが、以下の点が懸念される。

１ 県内企業等からの支援物資の仲介

・大量の物資提供の申出に対する県内集積地における効率的な搬入･搬出作業の実施

・宮城県側のｽﾄｯｸﾎﾟｲﾝﾄ受入体制が十分に整っていないため、今後、搬入停止となる

可能性がある

２ 要請等に基づく物資調達

・要請のあった被災地必要物品が県内（関西圏）でも品薄となっている場合の対応

対応状況

１ 県内企業等からの支援物資の仲介

・宮城県側との連絡を密にし、優先する物品の選定を迅速化

・県内集積地での搬入・搬出作業については、ボランティア等の活用

２ 要請等に基づく物資調達

・県内関係企業、関係団体等を通じ、可能な限り物品調達を要請

所管課 産業労働部 総務課

（工業振興課）

電話番号 内線３５１３

件

名

救援物資

部

局

名

産業労働部
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被 災 地 支 援 に 係 る 課 題 と 対 応

現時点での課題

１ 建設候補地情報と施工業者の確保

被災市町の人材不足のため、建設候補地の情報が得られず、また数万戸に及ぶ仮

設住宅を建設する施工業者の確保が必要。

２ 高齢者等に配慮した居住環境の整備

当地は高齢者が多く、寒冷地であるため、高齢者等に配慮した居住環境の整備が

必要。

３ 行政職員等の派遣態勢の見直し

派遣人員は建設候補地のリストアップ状況、プレハブ協会の生産能力を見定める

必要があるが、今後仮設住宅の建設の本格化に伴い増員の検討が必要。

（参考）

１ 建設時期・戸数

・ 市町ヒアリング（第１次）は８割程度終了し、建設戸数を約 10,000 戸と算定

・ ３月２８日に１３市町で１３団地、１，１１０戸着工予定

・ ４月初旬第２期発注予定、各期 1,000 戸程度とし第３期以降も順次発注予定

２ 人員及び派遣体制

・ 本部班３名（宮城県２名、国交省１名）…候補地調査票の作成

・ 現場班９名（兵庫県３名、東京都１名、ＵＲ５名）

…各市町の候補地の現地調査、第１期候補地の選定

対応状況

１ 建設候補地と施工業者の確保

地元建設業者及び設計事務所関係者に建設候補地情報の提供を依頼するととも

に、地元大工、内装業者、電気業者、設備業者によるバックアップ体制を整備する

よう助言する。

２ 高齢者等に配慮した居住環境の整備

手すり・スロープの設置や断熱性の高い寒冷地仕様を採用するとともに、コミュ

ニティの維持を図るため、ふれあいセンターとして機能する集会室の設置を助言す

る。

３ 行政職員等の派遣態勢の見直し

当面３名体制で派遣を続行するが、２週間交替を１ヶ月単位に見直すとともに、

関西広域連合の他の宮城県支援県（鳥取、徳島）への派遣要請を検討する。

所管課 公営住宅課 電話番号 内線４７５６

件

名
応急仮設住宅の建設（宮城県）

部

局

名

県土整備部
住宅建築局
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被 災 地 支 援 に 係 る 課 題 と 対 応

現時点での課題（被害調査から災害査定段階）

１．執行体制の早期確立

・宮城県土木部は、被害規模の全容把握に努めるべく執行体制を調整中

２．土木施設の被災状況の早期把握

①港湾、海岸、河川等の施設へのアクセス確保（現状：瓦礫、浸水等が障害）

②道路等の施設上の瓦礫の除去（現状：施設の被災状況の調査不能）

③公共下水道の管路施設の被災状況の把握（地中部の被害把握は人手と時間が必要）

３．緊急・応急対策の早期対応

①臨海部の排水対策や、増水期に向けた河川の決壊堤防対策や瓦礫等の除去

（緊急ポンプ排水は国土交通省が宮城県内で 19 箇所でポンプ車等５７台で実施中）

②道路の早期通行確保に向け、生活道路の瓦礫除去や落橋箇所の仮橋設置

③港湾施設は、航路・臨港道路の啓開により緊急輸送対策は完了、本格復旧が急務

４．災害査定の迅速化

①宮城県は、臨海部の災害査定については、航空写真で被災状況を把握し、既存の台

帳を使って、県市一括で原単位方式による机上査定を国に要望

②査定期間は、原則被災後 2 ヶ月以内、遅くとも３ヶ月以内と定められており、比較

的被害軽微な臨海部以外のｴﾘｱは、その期間内に査定を受ける方針

対応状況（被害調査から災害査定段階）

１．執行体制の早期確立

・本県としては、４月上旬から当面３班程度（１班４名体制、合計 12 名程度）の県

土木職員を派遣

・本県は、今後、県下市町職員を含む派遣体制を構築し公用車や機材等を含め支援

２．土木施設の被災状況の早期把握

①②（宮城県は、公共施設のｶﾞﾚｷ処理対策として、処理優先順位、ｱｸｾｽ道路の確

保、処分地等を検討中）→本県の台風９号災害の佐用町での対応実例をもとに、宮

城県が各市町へ処分地の割当てをすることなどを助言

③市町の下水道施設の被害状況調査は、全国ルールに基づき、国が派遣人数や派遣先等を調整

＊本県は、３月 22 日から県土木職員等を派遣し、東松島市、美里町、松島町の被害調査を実施中

３．緊急・応急対策の早期対応

①宮城県は、県所管海岸堤防・護岸被災や河川堤防決壊対策として、本県を通し関西

広域連合に対し、大型土嚢５万袋を要請

本県・徳島県・鳥取県から大型土嚢５万袋のうち約３万袋を 25 日に搬送済み

残る２万袋については、３月 31 日１万袋、４月末までに１万袋を搬送予定

その他；３月２６日、兵庫県建設業協会前川会長が宮城県入りし、宮城県建設業協会会

長に支援表明

４．災害査定の迅速化

①既に、先遣隊が本県の震災時の実例である原単位方式や総合単価方式をｱﾄﾞﾊﾞｲｽ済

なお、緊急を要する原形復旧工事については、事後査定方式の採用について宮城県

とともに国に提案

件

名

公共土木施設の復旧・復興について

部

局

名

県土整備部

県土企画局・土木局
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今後想定される課題（本復旧段階から復興まで）

１．計画的インフラ整備

①経済社会活動を支える交通手段の早期復旧

②無秩序な住宅店舗等の建設の防止

③創造的復興に資する社会基盤施設の整備

２．本復旧工事に向けた執行体制

・工事発注業務や工事監理等の執行のため、さらに土木職員の増強が想定される

＊宮城県の公共土木施設だけでも被害総額（3 月 26 日現在）2,121 億円

（阪神淡路大震災時の本県被害額は７３５億円であり約３倍）

３．建設業者や建設資機材の確保

・宮城県をはじめ東北地方での本格的な土木工事等の執行より、建設業者や建設資機

材の確保について、全国的な総合調整の必要が生じるおそれがある

対応方針（本復旧段階から復興まで）

１．計画的インフラ整備

〈緊急インフラ整備３か年計画の早期策定〉“兵庫県は平成７年 11 月に策定”

①早期に回復すべき道路、港湾、空港、鉄道等の交通手段施設の決定及び着手

（本県事例 道路；阪神高速神戸線、港湾；神戸港、鉄道；JR 西日本）

②被災市街地復興推進地域の都市計画決定及び早期事業着手

（本県事例 区画整理事業；旧北淡町富島、市街地再開発事業：新長田駅南地区）

③災害に強いまちづくりを目指した社会基盤施設の整備

（本県事例 道路；山手幹線、鉄道；JR 加古川線電化・高速化 空港；神戸空港）

２．本復旧工事に向けた執行体制

・全国地方自治体との連携による支援体制の確立

＊阪神淡路大震災の本県の本格復旧期となった平成８年度には、他府県から１日あた

り約６０名の派遣応援を受けており、宮城県の場合は、被害額が３倍程度のことか

ら、１８０名程度の派遣が必要と推測される

なお、宮城県は、沿岸の津波により災害を受けた市町の災害については、調査か

ら工事実施までを県が一括して行う方針であり、更なる派遣要請の可能性がある。

３．建設業者や建設資機材の確保

・既に、国交省から平成 23 年３月 16 日付けで、各都道府県等に対し「東北地方太平

洋地震に伴う応急復旧工事等の優先的かつ円滑な実施等について」として要請あり

・その要請では、施工中の施工会社から、被災地への対応のため、当該工事の休止の

意向がある場合には、工事期間の延伸などの配慮を求めており、本県としても適切

な対応を行う

所管課 技術企画課 電話番号 内線４３２７

-13-



被 災 地 支 援 に 係 る 課 題 と 対 応

現時点での課題

○ 教職員が学校運営に専念できる環境が整いつつある学校において、避難所対応か

ら、学校の再開に向けて具体的な検討

・ 学校再開方法の検討

学校の避難者数や避難者の居住区域等の状況を踏まえ、学校再開の方法を、学

校と避難者との共存を図りながら再開するのか、分校方式、仮設校舎による再開

をするのかなどの検討

・ 避難所との共存と理解・協力

学校と避難者との共存を図りながら再開する場合は、避難者の校舎内の移動、

避難者の学校教育を行う区域と避難者の居住区域との区分等、避難者の学校再開

に向けた理解と協力

・ 学校事務の適切な処理と把握

学齢簿の整理、必要となる学用品等を把握するなど、事務体制の立て直し

対応状況

（これまでの対応）

○ EARTH ハンドブック（災害時の学校対応マニュアル）等の資料を岩手県・宮城県・

福島県に提供

○ 震災・学校支援チーム（EARTH）を宮城県へ派遣（３月 15 日以降、４隊 12 名）

・ 宮城県教育庁とともに避難所運営と学校再開のためのチェックリストの作成

・ 短縮授業をはじめとする学校再開に向けた多様な取組例の提示

・ 学校の教員が行える心のケアのポイントの伝達等を学校長や避難所運営責任

者、県職員及び市町職員に対し実施

（今後の対応）

○ EARTH については、学校再開に向けた知見を宮城県教育庁及び被災市町に伝える

当面の緊急対応が終了。今後は、宮城県北部沿岸市町支援本部を通じた支援に移行

し、再度、宮城県から要請があれば派遣を検討

○ 宮城県北部沿岸市町支援本部への派遣職員による支援と情報収集

○ 宮城県から要望があれば、補充学習（授業時間後や夏期休暇等）や経験の浅い教員

の授業サポート等を行う「兵庫県教職員ＯＢボランティア」の派遣も検討

○ 岩手県、福島県等から EARTH 等の派遣要請があれば、速やかに対応

所管課 総務課 電話番号 内線５６１１

件

名

学校の早期再開

部

局

名

教育委員会

-14-



被 災 地 支 援 に 係 る 課 題 と 対 応

現時点での課題

○ 児童生徒や教職員に対する心のケアについて、きめ細かな対応が必要

対応状況

（これまでの対応）

○ 震災・学校支援チーム（EARTH）を宮城県へ派遣（３月 15 日以降、４隊 12 名）

・ 児童生徒の心のケアを支援するため、派遣先の学校等において、教員・県職

員・市町職員を対象とした協議の実施

（「災害を受けた子どもの心の理解とケア(研修資料)」(Ｈ23 年度兵庫県教育

委員会）等、本県のこれまでの経験を伝達）

（今後の対応）

○ EARTH については、学校再開に向けた知見を宮城県教育長及び被災市町に伝える当

面の緊急対応は終了。今後は、宮城県北部沿岸市町支援本部を通じた支援に移行し、

再度、被災地域からの要請等があった場合は EARTH 心のケア班に属する教員等の派

遣も含め、必要な支援（宮城県のスクールカウンセラーへの助言等）を実施。

○ 宮城県北部沿岸市町支援本部への派遣職員による支援と情報収集

○ 福島県から派遣要請がきており、６月を目途に、福島県及び被災市町の教職員に対

して講習会を実施予定

岩手県等についても、要請があれば、速やかに対応

所管課 教育企画課 電話番号 内線５７４６

件

名

児童生徒等の心のケア

部

局

名

教育委員会
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被 災 地 支 援 に 係 る 課 題 と 対 応

今後想定される課題

・飲料水や生活用水を安定的に供給するため、被災した水道施設を早期に復旧させ

る必要がある。

対応方針

・他の水道事業体や（社）日本水道協会と調整したうえで復旧体制を整え、技術職

員を割り当てられた被災県へ派遣する。

・派遣職員は、断水調査や応急復旧計画の策定などの活動を行う。

所管課 総務課

水道課

電話番号 内線５４１０

内線５４８６

件

名

水道の応急給水、復旧支援

部

局

名

企業庁
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被 災 地 支 援 に 係 る 課 題 と 対 応

現時点での課題

【避難所の整備】

○ 学校の空き校舎を一時遠隔避難所として整備する。

防災部局、県土整備部、教育委員会、県民局等の各関係部局が連携し、避難所の

整備を進める。

○ 一時遠隔避難所の運営体制

被災者とボランティアによる自主運営ができるよう、県民局、地元市町・社協、

被災者代表などにより、運営体制を整え、関係各部局が連携し、関係機関の協力を

得て、被災者の健康、福祉、医療、教育、就業支援等のサポート体制を整える。

○ 受け入れ体制の整備

日常生活を送るための生活用品の提供、多数の避難者の円滑な運営

【その他の課題】

○ 児童生徒の円滑な転入への対応

対応状況

【避難所の整備・運営】

（これまでの対応）

○ 淡路高校一宮校をモデルとして整備することとし、工事着工に向けて、３部局で

調整を図り、県土整備部で調査・設計を進めるとともに、淡路県民局において、地

元市等と調整を行った。

（今後の対応）

○ 淡路高校一宮校を避難所としてハード面を整備するとともに、避難所運営の体制

づくりを検討するため、県民局、教育委員会、社会福祉協議会等と調整する。

○ 避難所の居住環境など、兵庫県での暮らしのイメージを宮城県を通じて被災者に

伝える。

○ 宮城県側のマッチングにより、受け入れを行う。

【児童生徒の受け入れ】

○ 被災した児童生徒等の弾力的な受け入れ等（平成２３年３月１４日付け２２文科

初発第１７１４号通知）

○ 教科書・学用品等の無償給付、奨学資金貸与等の就学援助、教員配置等

所管課
災害対策課
営繕課
学事課

電話番号
内線５３３１
内線４７８８
内線５６７４

件

名

一時遠隔避難所の確保・運営

部

局

名

防災部局

県土整備部

教育委員会
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被 災 地 支 援 に 係 る 課 題 と 対 応

今後想定される課題

東北地方太平洋沖地震により自宅や通学する学校に甚大な被害を受けた高校生等の

就学確保

対応方針

兵庫県私立中学高等学校連合会は、被災した高校生の中で、兵庫県内の私立高等学

校への入学を希望する生徒の受け入れについて、弾力的な運用を図ることを表明して

いる。

県としては、国の制度である就学支援金及び県の制度である私立学校生徒授業料軽

減臨時特別補助制度を活用した支援策を検討する。

（支援案）

１ 対象となる生徒（県立高校の受け入れ基準に準拠）

次の(1)及び(2)に該当する生徒

(1) 被災地域に居住し、被災したことにより在籍又は入学予定の高等学校への通学困

難になった生徒

(2) 兵庫県内に転居することとなった生徒

２ 支援額

国の就学支援金（年額 24 万円）及び私立学校生徒授業料軽減臨時特別補助（年

額 12 万円・生活保護世帯と同額）と併せて県内私学平均授業料（36 万円）相当を

補助

（36 万円を超える授業料及び施設整備費等の諸費用は学校法人が負担）

※ 国の就学支援金の拡充

被災高校生に対しては、前年度収入額に係わらず、２倍加算（支援額 24 万円）

を適用するよう国に要望する。

兵庫県私立中高連も、日私中高連を通じ２倍加算の適用を要望している。

※ 私立学校生徒授業料軽減臨時特別補助の認定

家計急変世帯として、県が認定することで国庫補助の適用は可能

所管課 教 育 課 電話番号 内線２５２６

件

名

被災高校生等の兵庫県内の私立高等学校での受入

れ支援

部

局

名

企画県民部

教育・情報局
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被 災 地 支 援 に 係 る 課 題 と 対 応

現時点での課題

１ 人工透析が必要な被災者の入居

３月２５日より人工透析が必要な被災者からの受付を開始したが、医療機関に近

接した県営住宅への入居を実施し、スムースな受け入れを行う必要がある。

２ 被災地外での応急仮設住宅の供給

被災地では応急仮設住宅の建設に時間を要することから、他府県で応急仮設住宅

を提供する必要がある。

３ 入居者へのフォローアップ

県営住宅の入居者が不慣れな地域、住まいで安心して住めるよう、各種情報の提

供や入居後の生活支援サービスや心のケアなども実施していく必要がある。

対応状況

１ 人工透析が必要な被災者の入居

県と兵庫県透析医会が役割分担し、住宅との送迎サービスが実施できる透析施設

の斡旋は兵庫県透析医会が行い、県では送迎サービスのある透析施設が多く立地し

ている神戸市北区、明石市、姫路市等において県営住宅を提供し、両者が連携し

て、入居者の希望施設、希望住宅をマッチングすることにしている。

２ 応急仮設住宅としての県営住宅の活用

住宅の全壊等により居住する住宅のない方で、兵庫県に住まいを希望する方に、

応急仮設住宅として県営住宅を１，０００戸提供する。

今後、被災地ごとの人のつながりを保つため、グループ単位等で避難者を受け入

れることを検討する。

３ 入居者へのフォローアップ

今後、入居が本格的に開始されるが、県と市町の福祉部局等が連携し、高齢者や

障害者、母子世帯などを含めた入居者に対して、見守りや声かけなどの実施、ＬＳ

Ａやケースワーカーの派遣、自治会活動等への参加などを進めるため、入居者の承

諾を得て、入居者情報を市町に提供するとともに、市町と連携して、入居者への被

災地情報の提供にも努める。（例：神戸市の避難者登録制度）

（参考）・県営住宅の提供可能戸数 １，２００戸

一般被災者用 １００戸

人工透析が必要な被災者用 １００戸

応急仮設住宅用 １，０００戸

・入居戸数 ２１戸（３月 25 日現在）

所管課 住宅管理課 電話番号 内線４７７５

件

名

被災者の県営住宅への受入れ

部

局

名

まちづくり部

住宅建築局
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被 災 地 支 援 に 係 る 課 題 と 対 応

現時点での課題

【現状】

１ ４県産(福島、茨城、栃木、群馬)のほうれんそう等の出荷停止を受け、京浜市場

の野菜の入荷量は減少しており、入荷減により市場価格は急騰する環境にある。

２ 現在、JA あわじ島がレタス、サニーレタス、春キャベツを京浜市場に出荷して

おり、さらなる増量要請があれば対応可能であるが、現在のところ市場から要請は

ない。

【課題】

１ 京浜市場の受入ロット的(10t ﾄﾗｯｸ対応)に JA あわじ島(ﾚﾀｽ、ｻﾆｰﾚﾀｽ、ｷｬﾍﾞﾂ、

はくさい、たまねぎの５品目)以外で、京浜市場に出荷できる品目、ＪＡはない。

２ これから播種・定植する夏野菜、秋冬野菜の生産・流通対策について、関係者で

協議する必要がある。

対応状況

１ ３月２９日(火)、JA 全農兵庫県本部、卸売市場など生産・流通関係者と、国・

県野菜指定産地における中長期的な生産拡大や直売所を活用した地産地消による生

産拡大について検討する。

[検討予定項目]

①当面の春野菜の関東向けの出荷・供給について

②市場間連携による関東向けの野菜の安定供給について

③国・県野菜指定産地における夏・秋冬野菜の作付拡大について

④なす、きゅうりなど他県産依存度が大きい野菜の生産拡大について

⑤ＪＡ直売所向けの野菜の生産拡大について

２ さらなる野菜の生産・供給拡大を図るため、ＪＡ営農指導員と農業改良普及員の

二人三脚により栽培指導等を強化する。

３ 曲がったきゅうりなど、通常であれば市場出荷されない規格外品(生産量の約

８％)について、市場関係者と合意形成の上、ＪＡに出荷要請するとともに、消費

者に対しても消費啓発を図る。

所管課 農産園芸課 電話番号 内線４０６２

件

名

野菜の生産・供給対策

部

局

名

農政環境部

農林水産局
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県

に
向

け
出

発
）

３
月

2
4
日

7
:0

0
第

４
次

派
遣

隊
宮

城
県

山
元

町
に

て
活

動
1
0
:3

2
航

空
部

隊
岩

手
県

釜
石

市
に

て
情

報
収

集
３

月
2
5
日

7
:0

0
第

４
次

派
遣

隊
宮

城
県

山
元

町
に

て
活

動
8
:2

2
航

空
部

隊
岩

手
県

大
船

渡
市

に
て

救
急

活
動

３
月

2
6
日

7
:0

0
第

４
次

派
遣

隊
宮

城
山

元
町

に
て

活
動

7
:0

0
航

空
隊

現
地

悪
天

候
に

つ
き

宿
舎

待
機

中
第

５
次

派
遣

隊
（
4
9
隊

1
9
1
人

）
宮

城
県

塩
竃

市
へ

向
け

出
発

３
月

2
7
日

7
:0

0
第

５
次

派
遣

隊
宮

城
県

山
元

町
に

て
活

動
9
:4

4
航

空
隊

岩
手

県
釜

石
市

に
て

救
急

活
動

３
月

1
1
日

県
警

察
本

部
広

域
緊

急
援

助
隊

等
の

派
遣 （
警

察
庁

か
ら

の
要

請
）

３
月

1
1
日

岩
手

県
に

向
け

1
6
6
名

が
出

動
1
2
日

福
島

県
に

向
け

2
0
名

が
出

動
1
6
日

岩
手

県
に

向
け

1
5
名

が
出

動
1
7
日

宮
城

県
に

向
け

2
0
名

が
出

動
1
9
日

宮
城

県
に

向
け

2
8
9
名

が
出

動
2
2
日

岩
手

県
に

向
け

3
2
名

が
出

動
2
3
日

宮
城

県
に

向
け

４
名

が
出

動
2
4
日

宮
城

県
に

向
け

2
2
名

が
出

動

○
派

遣
状

況

３
月

1
1
日開

始
時

期
対

応
取

組
の

現
状

部
局

名
支

援
項

目

派
遣
先

派
遣
人
員

宮
城
県

2
6

岩
手
県

3
2

計
5
8

－
2

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
２

）
医

療
対

策
（
そ

の
１

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

健
康

福
祉

部
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
の

派
遣

（
厚

生
労

働
省

か
ら

の
要

請
）

国
か

ら
の

要
請

に
基

づ
き

、
３

月
1
2
日

か
ら

３
月

1
6
日

ま
で

D
M

A
T

（
災

害
派

遣
医

療
チ

ー
ム

）
活

動
を

実
施

し
、

1
6
日

に
終

了
。

（
D

M
A

T
活

動
は

急
性

期
対

応
の

た
め

、
発

災
後

、
概

ね
4
8
時

間
以

内
）

【
各

チ
ー

ム
の

活
動

結
果

】

３
月

1
2
日

健
康

福
祉

部
病

院
局

救
護

班
（
医

師
、

看
護

師
、

薬
剤

師
）
の

派
遣

（
厚

生
労

働
省

か
ら

の
要

請
）

宮
城

県
か

ら
の

要
請

に
よ

り
、

下
記

の
と

お
り

、
避

難
所

に
救

護
班

を
派

遣
①

災
害

拠
点

病
院

・
県

立
病

院
の

救
護

班
派

遣
（
派

遣
可

能
数

1
6
チ

ー
ム

）
１

チ
ー

ム
４

～
７

名
程

度
で

、
３

チ
ー

ム
を

４
泊

５
日

で
順

次
派

遣
・
３

月
1
7
日

～
2
1
日

兵
庫

医
大

チ
ー

ム
が

活
動

を
実

施
（
石

巻
市

立
鹿

妻
小

学
校

）
･３

月
2
0
日

～
県

立
病

院
等

３
チ

ー
ム

が
活

動
中

（
石

巻
市

立
鹿

妻
小

学
校

[２
チ

ー
ム

]、
県

立
志

津
川

高
校

）
・
鹿

妻
小

学
校

で
活

動
す

る
県

立
病

院
チ

ー
ム

に
、

小
児

科
の

医
師

及
び

看
護

師
を

増
派

（
３

月
2
5
日

～
）

・
当

該
小

児
科

医
及

び
看

護
師

は
、

他
の

避
難

所
へ

の
巡

回
診

療
も

実
施

②
兵

庫
県

医
師

会
・
看

護
協

会
に

よ
る

救
護

班
７

～
1
1
名

程
度

で
、

３
日

～
５

日
ご

と
に

メ
ン

バ
ー

交
替

・
３

月
2
1
日

～
医

師
会

・
看

護
協

会
チ

ー
ム

が
活

動
中

（
石

巻
中

学
校

）

◇
以

上
に

よ
り

、
現

在
、

合
計

４
チ

ー
ム

が
活

動
を

実
施

中

３
月

1
7
日

①
４

泊
５

日
で

順
次

交
代

し
派

遣

②
３

泊
４

日
で

順
次

交
代

し
派

遣

継
続

的
に

救
護

班
を

４
月

末
ま

で
派

遣

対
応

開
始

時
期

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

名
称

人
数

出
動
期
間

概
要

兵
庫
県
災
害
医
療
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

6
3
/
1
2
～
3
/
1
5

神
戸
大
学
附
属
病
院

5
3
/
1
2
～
3
/
1
4

兵
庫
医
科
大
学

5
3
/
1
2
～
3
/
1
4

国
立
姫
路
医
療
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

6
3
/
1
2
～
3
/
1
6

神
戸
市
中
央
市
民
病
院

5
3
/
1
2
～
3
/
1
5

市
立
西
脇
病
院

6
3
/
1
2
～
3
/
1
4

赤
穂
市
民
病
院

6
3
/
1
2
～
3
/
1
4

県
立
加
古
川
医
療
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

5
3
/
1
2
～
3
/
1
5

県
立
姫
路
循
環
器
病
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

5
3
/
1
2
～
3
/
1
4

県
立
柏
原
病
院

5
3
/
1
2
～
3
/
1
4

兵
庫
県
災
害
医
療
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

6
3
/
1
3
～
3
/
1
6

い
わ
て
花
巻
空
港
Ｓ
Ｃ
Ｕ
（
広
域
搬
送
拠
点

医
療
管
理
所
）
等
に
お
い
て
活
動

い
わ
て
花
巻
空
港
Ｓ
Ｃ
Ｕ
（
広
域
搬
送
拠
点

医
療
管
理
所
）
等
に
お
い
て
活
動

3
/
1
2
～
3
/
1
4

公
立
豊
岡
病
院

4
霞
目
Ｓ
Ｃ
Ｕ
に
お
い
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
活

動
（
山
形
県
立
中
央
病
院
・
置
賜
病
院
等
へ

の
患
者
搬
送
）

－
3

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
２

）
医

療
対

策
（
そ

の
２

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

日
本

赤
十

字
社

日
赤

兵
庫

県
支

部
の

医
療

救
護

班
の

派
遣

３
月

1
1
日

1
8
:3

5
医

療
救

護
班

１
班

を
岩

手
県

に
派

遣
1
3
日

1
3
:3

5
釜

石
市

教
育

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

に
て

、
車

中
で

診
療

開
始

1
3
日

1
7
:0

0
仮

設
診

療
所

で
の

診
療

開
始

・
派

遣
車

両
d
E
R

U
（
緊

急
対

応
仮

設
診

療
）
資

材
搬

送
ト
ラ

ッ
ク

２
台

神
戸

赤
十

字
病

院
救

急
車

１
台

、
災

害
救

援
支

援
車

両
１

台
・
派

遣
要

員
医

師
１

名
、

看
護

師
４

名
、

薬
剤

師
１

名
、

臨
床

検
査

技
師

１
名

、
診

療
放

射
線

技
師

１
名

、
事

務
職

５
名

計
1
3
名

＊
こ

の
先

発
班

は
、

３
月

1
5
日

に
到

着
し

た
姫

路
・
柏

原
両

赤
十

字
病

院
救

護
班

に
引

継
ぎ

、
同

日
、

空
路

秋
田

空
港

か
ら

帰
着

し
た

。

３
月

1
4
日

1
5
：
0
0

医
療

救
護

班
派

遣
1
5
日

1
3
：
3
0

現
地

仮
設

診
療

所
到

着
・
派

遣
車

両
姫

路
赤

十
字

病
院

資
材

搬
送

ト
ラ

ッ
ク

１
台

、
支

部
通

信
指

令
車

１
台

・
派

遣
要

員
医

師
１

名
、

看
護

師
３

名
、

事
務

職
３

名
計

７
名

＊
1
7
日

に
到

着
し

た
神

戸
赤

十
字

病
院

救
護

班
に

引
継

ぎ
、

同
日

、
空

路
秋

田
空

港
か

ら
帰

着
し

た
。

３
月

1
5
日

2
0
：
0
0

現
地

仮
設

診
療

所
到

着
空

路
で

柏
原

赤
十

字
病

院
医

療
救

護
班

派
遣

・
派

遣
要

員
医

師
１

名
、

看
護

師
３

名
、

事
務

職
２

名
計

６
名

＊
1
7
日

に
到

着
し

た
神

戸
赤

十
字

病
院

救
護

班
に

引
継

ぎ
、

同
日

、
空

路
秋

田
空

港
か

ら
帰

着
し

た
。

３
月

1
3
日

仮
設

診
療

所
で

診
察

開
始

仮
設

診
療

所
及

び
避

難
所

の
巡

回
診

察
継

続
中

（
静

岡
県

支
部

救
護

班
と

合
同

運
用

）

３
月

2
8
日

神
戸

赤
十

字
病

院
救

護
班

派
遣 ４

月
１

日
姫

路
赤

十
字

病
院

救
護

班
派

遣

＊
い

ず
れ

も
、

後
発

救
護

班
が

到
着

次
第

、
交

代
し

帰
還

さ
せ

る
。

・
４

泊
５

日
の

日
程

で
、

神
戸

・
姫

路
両

赤
十

字
病

院
の

医
療

救
護

班
を

中
心

に
、

継
続

的
に

派
遣

す
る

予
定

で
あ

る
。

・
終

了
期

間
は

、
未

定
。

（
日

本
赤

十
字

社
本

社
指

示
に

よ
る

）

・
兵

庫
県

支
部

の
派

遣
人

数
（
2
7
日

現
在

）
延

べ
1
0
班

、
8
0
名

（
内

訳
）
医

師
1
4
名

、
看

護
師

2
8
名

、
薬

剤
師

７
名

、
連

絡
調

整
員

3
1
名

（
内

、
こ

こ
ろ

の
ケ

ア
要

員
６

名
）

・
日

赤
全

体
の

派
遣

救
護

班
数

：
延

べ
3
7
2
班

（
2
6
日

現
在

）

３
月

1
7
日

1
5
：
1
5

現
地

仮
設

診
療

所
到

着
空

路
で

神
戸

赤
十

字
病

院
医

療
救

護
班

派
遣

・
派

遣
要

員
医

師
４

名
、

臨
床

心
理

士
１

名
、

看
護

師
３

名
、

薬
剤

師
１

名
、

連
絡

調
整

員
３

名
計

1
2
名

＊
2
1
日

に
到

着
し

た
神

戸
・
多

可
赤

十
字

病
院

救
護

班
に

引
継

ぎ
、

同
日

、
空

路
花

巻
空

港
か

ら
帰

着
し

た
。

３
月

2
1
日

1
7
：
1
5

現
地

仮
設

診
療

所
到

着
・
派

遣
要

員
（
神

戸
・
多

可
赤

十
字

病
院

混
成

救
護

班
）

医
師

３
名

、
看

護
師

３
名

、
薬

剤
師

１
名

、
連

絡
調

整
員

３
名

計
1
0
名

＊
2
4
日

に
到

着
し

た
姫

路
赤

十
字

病
院

救
護

班
に

引
継

ぎ
、

同
日

、
空

路
花

巻
空

港
か

ら
帰

着
し

た
。

３
月

2
4
日

1
2
：
3
0

伊
丹

空
港

発
で

、
花

巻
空

港
へ

出
発

・
派

遣
要

員
（
姫

路
赤

十
字

病
院

救
護

班
）

医
師

１
名

、
看

護
師

３
名

、
薬

剤
師

１
名

、
連

絡
調

整
員

３
名

計
８

名

対
応

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

開
始

時
期

－
4

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
２

）
医

療
対

策
（
そ

の
３

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

健
康

福
祉

部
患

者
の

受
入

れ
（
厚

生
労

働
省

か
ら

の
要

請
）

宮
城

県
に

現
地

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
派

遣
（
３

月
1
9
日

～
2
4
日

）
し

、
被

災
地

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

民
間

病
院

協
会

や
透

析
医

会
と

県
内

病
院

で
の

受
入

体
制

を
調

整
済

【
最

大
受

入
可

能
人

数
（
３

月
2
5
日

現
在

）
】

一
般

入
院

病
院

1
,5

4
3
名

透
析

入
院

病
院

2
2
8
名

透
析

外
来

7
8
6
名

現
地

支
援

本
部

に
よ

る
被

災
地

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
き

実
施

同
左

同
左

【
病

院
へ

の
提

供
】

県
下

災
害

拠
点

病
院

（
1
6
病

院
）
の

備
蓄

医
薬

品
の

２
分

の
１

を
、

宮
城

県
の

災
害

拠
点

病
院

（
８

病
院

）
に

搬
送

３
月

1
9
日

県
下

災
害

拠
点

病
院

か
ら

災
害

医
療

セ
ン

タ
ー

に
集

約
３

月
2
0
日

宮
城

県
に

発
送

３
月

2
0
日

【
避

難
所

へ
の

提
供

】
兵

庫
県

医
薬

品
卸

業
協

会
と

医
薬

品
（
1
8
種

類
）
の

納
入

に
つ

い
て

調
整

し
、

３
月

2
2
日

に
下

記
医

薬
品

を
三

木
防

災
公

園
に

集
約

し
、

同
日

、
宮

城
県

に
発

送
○

提
供

数
・
1
人

あ
た

り
1
4
日

分
・
総

提
供

数
：
1
8
種

類
×

5
0
0
人

分
＝

9
,0

0
0
人

分

３
月

2
2
日

健
康

福
祉

部
防

疫
対

策
支

援
（
ク

レ
ゾ

ー
ル

、
逆

性
石

け
ん

等
物

資
支

援
）

県
内

市
町

及
び

卸
売

販
売

業
者

が
保

有
す

る
防

疫
用

資
材

に
つ

い
て

把
握

済
み

○
県

内
市

町
が

保
有

す
る

防
疫

用
資

材
･消

毒
用

噴
霧

器
3
5
8
個

・
消

石
灰

1
2
,0

5
7
kg

・
そ

の
他

消
毒

薬
等

○
県

内
卸

売
販

売
業

者
の

消
毒

薬
在

庫
状

況
・
消

毒
薬

6
,9

4
9
L

※
防

疫
手

の
派

遣
に

つ
い

て
、

厚
生

労
働

省
が

一
元

的
に

調
整

※
県

内
で

は
神

戸
市

に
対

し
て

派
遣

の
要

請
が

あ
り

、
防

疫
手

を
派

遣
（
3
/
1
4
～

）

現
地

支
援

本
部

に
よ

る
被

災
地

の
ニ

ー
ズ

・
被

災
県

か
ら

の
要

請
等

に
基

づ
き

実
施

同
左

同
左

健
康

福
祉

部
県

立
衛

生
研

究
所

の
検

査
支

援
被

災
地

に
お

い
て

感
染

症
が

集
団

発
生

し
た

際
、

県
立

健
康

生
活

科
学

研
究

所
に

お
い

て
、

原
因

を
調

査
す

る
た

め
の

検
査

受
け

入
れ

体
制

を
整

備
済

み
現

地
支

援
本

部
に

よ
る

被
災

地
の

ニ
ー

ズ
・
被

災
県

か
ら

の
要

請
等

に
基

づ
き

実
施

同
左

同
左

部
局

名
対

応
支

援
項

目
取

組
の

現
状

開
始

時
期

健
康

福
祉

部
医

薬
品

の
提

供

－
5

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
３

）
避

難
所

対
策

①
物

的
支

援
（
そ

の
１

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

企
画

県
民

部
（
防

災
）

企
業

庁

救
援

物
資

の
提

供
（
食

料
、

飲
料

水
、

毛
布

、
ブ

ル
ー

シ
ー

ト
、

仮
設

ト
イ

レ
等

）

３
月

1
3
日

・
1
4
日

・
1
7
日

・
1
8
日

・
2
0
日

宮
城

県
へ

向
け

て
出

発

○
送

付
物

資
の

内
容

３
月

1
3
日

追
加

発
送

予
定

分
（
自

衛
隊

及
び

ト
ラ

ッ
ク

協
会

と
搬

送
手

続
中

）

健
康

福
祉

部
ベ

ビ
ー

用
品

の
提

供
①

被
災

地
の

子
育

て
家

庭
に

対
し

、
次

の
ベ

ビ
ー

用
品

を
発

送

（
３

月
1
3
日

発
送

）
・
ほ

乳
び

ん
5
0
0
個

・
ほ

乳
び

ん
消

毒
剤

3
0
0
個

・
ほ

乳
び

ん
消

毒
ｹ

ｰ
ｽ

3
0
個

（
３

月
1
7
日

発
送

）
・
ほ

乳
び

ん
消

毒
剤

2
0
0
個

・
ほ

乳
び

ん
消

毒
ｹ

ｰ
ｽ

4
7
0
個

・
紙

お
む

つ
1
,0

0
0
個

（
約

5
4
,0

0
0
枚

）
・
お

し
り

ナ
ッ

プ
1
,0

0
0
個

・
離

乳
食

7
,5

0
0
食

・
ベ

ビ
ー

バ
ス

1
0
0
個

②
３

月
1
8
日

に
明

治
乳

業
株

式
会

社
か

ら
、

離
乳

食
（
7
､2

0
0
食

）
の

無
償

提
供

が
あ

り
、

３
月

2
3
日

に
石

巻
市

、
気

仙
沼

市
、

南
三

陸
町

に
向

け
発

送

３
月

1
3
日

※
追

加
発

送
に

つ
い

て
は

、
現

地
支

援
本

部
に

よ
る

被
災

地
の

ニ
ー

ズ
・
被

災
県

か
ら

の
要

請
等

に
基

づ
き

対
応

企
画

県
民

部
（
防

災
）

防
寒

着
の

提
供

被
災

者
の

寒
さ

対
策

の
た

め
、

県
内

企
業

や
県

民
か

ら
コ

ー
ト
、

ジ
ャ

ン
パ

ー
等

防
寒

着
の

提
供

を
受

け
、

取
り

ま
と

め
て

送
付

・
募

集
期

間
：
３

月
1
7
日

～
３

月
2
4
日

・
受

付
場

所
：
広

域
防

災
セ

ン
タ

ー

３
月

2
1
日

宮
城

県
に

向
け

て
、

約
5
,5

0
0
着

を
発

送
３

月
2
5
日

宮
城

県
に

向
け

て
、

約
2
0
,0

0
0
着

を
発

送
３

月
2
6
日

宮
城

県
に

向
け

て
、

約
2
0
,0

0
0
着

を
発

送

募
集

広
報

：
３

月
1
6
日

テ
レ

ビ
局

や
新

聞
社

等
マ

ス
コ

ミ
の

協
力

を
得

て
広

く
周

知
す

る
。

開
始

時
期

対
応

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

項
目

支
援

済
今

後
予
定

備
考

3
/
1
3
発

送
3
/
1
4
発

送
3
/
1
7
発

送
3
/
1
8
発

送
3
/
2
0
発

送
3
/
2
2
発

送
小

計
追

加
予

定
分

合
計

α
化
米

1
0
,
0
0
0

食
－

－
－

1
5
,
0
0
0

食
2
5
,
0
0
0
枚

5
0
,
0
0
0

食
－

5
0
,
0
0
0

食

毛
布

5
,
0
0
0

枚
5
,
0
0
0

枚
－

－
－

－
1
0
,
0
0
0

枚
2
0
,
0
0
0

枚
3
0
,
0
0
0

枚

ブ
ル
ー
シ
ー
ト

1
,
0
0
0

枚
－

1
,
0
0
0

枚
－

－
－

2
,
0
0
0

枚
－

2
,
0
0
0

枚

仮
設
ト
イ
レ

1
0
0

基
－

－
－

－
1
0
0
基

2
0
0

基
1
0
0

基
3
0
0

基

飲
料
水

1
0
,
0
0
0

本
－

－
2
0
,
4
0
0

本
－

－
3
0
,
4
0
0

本
－

3
0
,
4
0
0

本
5
0
0
m

l／
本

飲
料
水
用
ポ
リ
タ

ン
ク

2
5
0

個
－

－
5
0
0

個
－

－
7
5
0

個
－

7
5
0

個
1
0
㍑

・
2
0
㍑

／
個

飲
料
水
用
ポ
リ
袋

1
,
0
0
0

枚
－

－
2
,
0
0
0

枚
－

－
3
,
0
0
0

枚
－

3
,
0
0
0

枚
６

㍑
／
枚

数
量

－
6

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
３

）
避

難
所

対
策

①
物

的
支

援
（
そ

の
２

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

企
画

県
民

部
（
防

災
）

衛
星

携
帯

電
話

の
貸

出
し

被
災

情
報

の
把

握
を

支
援

す
る

た
め

、
県

及
び

市
町

保
有

の
衛

星
携

帯
電

話
を

宮
城

県
に

貸
出

し
・
3
1
台

（
県

保
有

分
1
5
台

、
市

町
保

有
分

1
6
台

）

３
月

2
0
日

（
発

送
）

３
月

2
1
日

か
ら

当
分

の
間

企
画

県
民

部
（
防

災
）

見
舞

金
の

送
付

①
送

付
先

：
岩

手
県

、
宮

城
県

、
福

島
県

②
金

額
：
1
0
0
万

円
３

月
1
4
日

目
録

手
交

宮
城

県
庁

、
岩

手
県

大
阪

事
務

所
、

福
島

県
大

阪
事

務
所

に
お

届
け

。

企
画

県
民

部
（
防

災
）

義
援

金
の

募
集

「
東

日
本

大
震

災
兵

庫
県

義
援

金
募

集
委

員
会

」
を

設
置

し
、

募
集

を
開

始
口

座
名

義
：
東

日
本

大
震

災
兵

庫
県

募
集

委
員

会
口

座
番

号
：
0
0
9
1
0
-
3
-
3
2
2
3
4
0

(3
/
2
2
以

降
、

振
り

込
み

可
能

)
募

集
期

間
：
３

月
1
6
日

～
６

月
3
0
日

３
月

1
6
日

産
業

労
働

部
災

害
関

連
資

材
の

調
達

（
政

府
等

か
ら

の
要

請
）

要
請

が
あ

れ
ば

迅
速

に
対

応
（
要

請
を

受
け

て
か

ら
契

約
業

者
・
協

定
承

諾
団

体
・
協

力
団

体
に

依
頼

）

○
石

巻
赤

十
字

病
院

よ
り

提
供

依
頼

の
あ

っ
た

物
品

は
大

半
を

3
/
2
5

に
搬

送
済

〈
依

頼
物

品
〉

ペ
ー

パ
ー

タ
オ

ル
、

使
い

捨
て

食
材

用
手

袋
、

ゴ
ミ

袋
、

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
、

ハ
ン

ド
ソ

ー
プ

、
生

理
用

品
、

乾
電

池
、

コ
ピ

ー
用

紙
、

ホ
ワ

イ
ト
ボ

ー
ド

マ
ー

カ
ー

○
特

定
活

動
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
派

遣
（
3
/
2
3
神

戸
出

発
）

カ
セ

ッ
ト
コ

ン
ロ

(3
2
台

)
・
ボ

ン
ベ

(1
2
0
本

)
を

調
達

の
う

え
搬

送
済

３
月

1
9
日

３
月

2
0
日

要
請

が
あ

れ
ば

迅
速

に
対

応
同

左

開
始

時
期

対
応

支
援

項
目

取
組

の
現

状
部

局
名

－
7

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
３

）
避

難
所

対
策

①
物

的
支

援
（
そ

の
３

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

産
業

労
働

部
県

内
企

業
や

本
県

ゆ
か

り
の

海
外

地
域

な
ど

か
ら

の
支

援
物

資
・
義

援
金

等
の

仲
介

支
援

希
望

が
あ

れ
ば

随
時

仲
介

を
行

う
。

（
窓

口
課

を
設

置
）

・
県

内
企

業
・
団

体
等

・
・
・

新
産

業
課

・
海

外
地

域
、

県
内

外
国

人
等

・
・
・

国
際

交
流

課

○
物

資
の

支
援

申
出

状
況

（
３

/
2
5

1
8
:0

0
現

在
）

①
県

内
企

業
・
団

体
等

合
計

1
7
1

件
〈
主

な
も

の
〉

・
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

1
万

台
・
透

析
患

者
用

低
ﾀ
ﾝ

ﾊ
ﾟｸ

食
等

3
,0

0
0
食

・
レ

ト
ル

ト
ス

ー
プ

3
,0

0
0
ケ

ー
ス

・
甘

酒
カ

ッ
プ

1
,0

0
0
ケ

ー
ス

・
ケ

ミ
カ

ル
シ

ュ
ー

ズ
2
万

足
・
ﾘｭ

ｯ
ｸ
ｻ

ｯ
ｸ

5
0
0

、
ｳ
ｴ

ｽ
ﾄﾎ

ﾟｰ
ﾁ

5
0
0

・
婦

人
用

下
着

3
,0

0
0
～

4
,0

0
0
枚

・
マ

ス
ク

約
2
0
万

枚
・
消

毒
剤

1
万

本
・
防

寒
具

5
0
0
～

6
0
0

・
浄

水
器

数
器

・
搬

送
用

ト
ラ

ッ
ク

の
提

供
1
5
0
台

・
ﾃ

ﾞｲ
ｰ

ｾ
ﾞﾙ

発
電

機
（
5
0
0
K

ｗ
）
1
4
0
台

・
紙

コ
ッ

プ
1
0
0
カ

ー
ト
ン

（
2
0
万

個
）

・
飲

料
水

2
,4

0
0
本

・
ｺ
ﾝ

ﾀ
ｸ
ﾄﾚ

ﾝ
ｽ
ﾞｹ

ｱ
用

品
5
ｔ車

1
台

分
程

度
・
風

邪
薬

（
6
5
錠

入
）
8
,0

0
0
個

・
乾

電
池

（
単

1
～

単
4
）
計

1
0
7
,8

0
0
個

・
靴

下
5
,0

0
0
足

・
即

席
味

噌
汁

1
万

食
･非

常
食

1
万

5
千

食
･ｶ

ｲ
ﾛ

8
,0

0
0
～

1
0
,0

0
0
個

・
手

延
べ

素
麺

５
万

食
ほ

か

②
海

外
企

業
等

合
計

４
件

〈
主

な
も

の
〉

・
ラ

ー
メ

ン
1
8
0
万

食
・
ジ

ャ
ン

パ
ー

1
,6

0
0
点

・
マ

ス
ク

1
0
万

枚
・
肌

着
5
0
0
点

・
寝

袋
2
5
0
個

ほ
か

３
月

1
4
日

・
可

能
な

物
資

か
ら

順
次

搬
送

同
左

※
３

/
2
2

宮
城

県
よ

り
支

援
物

資
(水

以
外

)に
つ

い
て

受
入

可
能

の
連

絡
３

/
2
3
～

物
資

を
集

積
３

/
2
5
～

順
次

搬
送

開
始

○
義

援
金

の
仲

介
兵

庫
県

中
小

企
業

団
体

中
央

会
が

街
頭

募
金

活
動

を
実

施

対
応

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

開
始

時
期

－
8

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
３

）
避

難
所

対
策

①
物

的
支

援
（
そ

の
４

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

農
政

環
境

部
か

ま
ど

ご
は

ん
炊

き
出

し
支

援
の

実
施

2
1
,0

0
0
食

に
必

要
な

物
資

（
精

米
を

除
く

）
は

、
三

木
防

災
公

園
内

の
集

積
場

所
に

搬
入

済
み

（
３

月
2
4
日

）
３

月
1
5
日

～
精

米
は

要
請

状
況

に
応

じ
て

発
注

要
請

が
あ

り
次

第
、

精
米

を
調

達
（
２

日
程

度
）
後

、
要

請
先

に
発

送

農
政

環
境

部
飲

食
料

品
の

供
給

仙
台

赤
十

字
病

院
向

け
と

し
て

、
食

料
品

を
調

達
し

供
給

を
実

施
（
3
/
1
8
出

発
）

・
飲

料
9
,6

0
0
本

・
パ

ン
8
,0

0
0
個

石
巻

赤
十

字
病

院
向

け
と

し
て

、
食

料
品

を
調

達
し

供
給

を
実

施
（
3
/
2
2
出

発
）

・
飲

料
9
,6

0
0
本

・
パ

ン
1
0
,0

0
0
個

・
冷

凍
お

に
ぎ

り
9
,6

0
0
個

【
松

島
町

避
難

所
向

け
】
炊

き
出

し
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
派

遣
第

２
陣

持
参

物
資

（
バ

ス
等

に
混

載
）
と

し
て

、
食

料
品

を
調

達
し

供
給

を
実

施
（
3
/
2
3
出

発
）

・
パ

ン
3
3
0
個

・
イ

ン
ス

タ
ン

ト
み

そ
汁

2
,0

0
0
個

３
月

1
5
日

～
具

体
的

な
要

請
が

あ
れ

ば
、

随
時

対
応

【
松

島
町

避
難

所
向

け
】
炊

き
出

し
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
派

遣
隊

第
３

陣
持

参
物

資
（
バ

ス
等

に
混

載
）
と

し
て

、
食

料
品

を
調

達
し

供
給

を
実

施
（
3
/
2
8
出

発
予

定
）

・
パ

ン
5
0
0
個

・
イ

ン
ス

タ
ン

ト
み

そ
汁

6
0
0
個

・
カ

ッ
プ

麺
5
0
4
個

・
レ

ト
ル

ト
ス

ー
プ

1
0
0
袋

（
5
0
0
人

分
）

・
飲

料
1
,4

4
0
本

３
月

中
に

食
料

品
を

調
達

し
て

供
給

農
政

環
境

部
炊

き
出

し
用

機
材

の
提

供
要

請
が

あ
れ

ば
対

応

（
提

供
機

材
）

･大
鍋

（
直

径
4
5
cm

×
深

さ
2
0
cm

程
度

）
1
3
7
個

（
既

存
3
7
＋

購
入

1
0
0
）

※
既

存
分

の
集

積
・
搬

送
準

備
（
３

月
1
6
日

）
各

普
及

セ
ン

タ
ー

に
配

置
し

て
い

る
炊

き
出

し
用

機
材

（
大

鍋
）
を

、
加

西
普

及
セ

ン
タ

ー
に

集
積

・
梱

包
し

、
い

つ
で

も
搬

送
で

き
る

よ
う

準
備

完
了

※
購

入
分

の
集

積
・
搬

送
準

備
（
３

月
1
9
日

）
炊

き
出

し
用

機
材

（
大

鍋
）
1
0
0
個

を
購

入
し

、
三

木
総

合
防

災
公

園
に

集
積

し
、

い
つ

で
も

搬
送

で
き

る
よ

う
準

備
完

了

３
月

1
5
日

～
・
既

存
分

の
集

積
・
搬

送
準

備 ・
購

入
分

の
調

達
・
搬

送
準

備

今
後

具
体

的
な

要
請

が
あ

れ
ば

、
随

時
対

応

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

開
始

時
期

対
応

－
9

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
３

）
避

難
所

対
策

②
避

難
者

対
策

（
そ

の
１

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

産
業
労
働
部

被
災
地
外
国
人
の
支
援

被
災
地
外
国
人
の
支
援
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
、
被
災
６
県
（
宮
城
県
・
岩
手
県
・

福
島
県
・
青
森
県
・
茨
城
県
・
千
葉
県
）
の
国
際
担
当
課
と
連
絡
・
情
報
交
換
を
行

い
、
以
下
の
申
し
出
・
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

・
震
災
発
生
時
の
当
面
の
対
応
に
か
か
る
参
考
情
報
及
び
中
長
期
対
応
へ
の
震

災
復
興
資
料
の
提
供

・
今
後
の
被
災
外
国
人
支
援
・
国
際
援
助
等
に
か
か
る
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
や

必
要
な
支
援

被
災
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
等
の
支
援
を
行
う
た
め
、
支
援
チ
ー
ム
（
国
際
交
流

協
会
内
）
を
立
ち
上
げ
、
適
宜
、
資
料
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
中

３
月
1
6
日

３
月
1
8
日

農
政
環
境
部

（
環
境
担
当
）

バ
キ
ュ
ー
ム
車
の
派
遣

3
/
1
6
宮
城
県
か
ら
バ
キ
ュ
ー
ム
車
の
支
援
要
請
あ
り
。

・
市
町
分

８
市
町
（
神
戸
市
、
姫
路
市
、
明
石
市
、
加
古
川
市
、
三
田
市
、
加
西
市
、
朝
来

市
、
香
美
町
）
か
ら
９
台
可
能
な
こ
と
を
把
握

※
収
集
し
た
し
尿
に
つ
い
て
は
、
山
形
県
、
秋
田
県
等
の
近
隣
県
の
市
町
村
で
処

理
を
行
う
予
定
。

・
兵
庫
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
分

７
台
派
遣
（
全
国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
要
請
に
よ
り
、
岩
手
県

に
派
遣
）

宮
城
県
か
ら
具
体
的
な
要
請

が
あ
れ
ば
派
遣

３
月
2
2
日

農
政
環
境
部

（
環
境
担
当
）

仮
設
ト
イ
レ
の
提
供
（
市
町

分
）

す
で
に
神
戸
市
か
ら
仙
台
市
へ
3
9
0
基
提
供
済

※
兵
庫
県
分
：
2
0
0
基
提
供
済
（
2
2
日
提
供
予
定
分
含
む
）
【
再
掲
】

3
/
1
6
宮
城
県
か
ら
仮
設
ト
イ
レ
提
供
の
要
請
あ
り
。

・
西
宮
市
分
（
1
0
0
基
）
、
佐
用
町
分
（
4
3
基
）
出
発

・
佐
用
町
分
（
2
9
基
）
出
発

1
0
市
町
（
尼
崎
市
、
姫
路
市
、
洲
本
市
、
西
宮
市
、
洲
本
市
、
芦
屋
市
、
相
生
市
、

加
古
川
市
、
丹
波
市
、
猪
名
川
町
、
播
磨
町
）
か
ら
1
1
3
8
基
(仮
設
ト
イ
レ
3
8
基
、
簡

易
ト
イ
レ
1
1
0
0
個
）
提
供
可
能
で
あ
る
こ
と
を
把
握
済

３
月
1
3
日

３
月
1
8
日

３
月
2
2
日

今
後
具
体
的
な
要
請
が
あ
れ
ば
、
随
時
対

応

対
応

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

開
始

時
期

「
兵
庫
県
被
災
地
外
国
人
支
援
チ
ー
ム
」
（
国
際
交
流
協
会
内
）
に
お
い
て
、
以
下
の
支
援

を
実
施
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
た
多
言
語
情
報
提
供

Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
設
置
の
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
」
(大
津

市
) 等
と
協
力
し
、
多
言
語
で
の
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
に
必
要
な
連
携
を
実
施
（
翻
訳
支
援

・
情
報
連
携
等
）
。

ま
た
、
Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｑ
ｕ
ｉｃ
ｋ
Ｉｎ
ｆｏ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
、
災
害
関
連
情
報
や
義

援
金
募
集
等
の
情
報
を
内
外
に
発
信
。

・
そ
の
他
、
兵
庫
方
面
へ
の
待
避
外
国
人
へ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
情

報
提
供
・
相
談
等
の
実
施

・
被
災
県
へ
の
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供

－
1
0

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
３

）
避

難
所

対
策

②
避

難
者

対
策

（
そ

の
２

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

健
康

福
祉

部
避

難
者

の
健

康
対

策
支

援
（
厚

生
労

働
省

か
ら

の
要

請
）

市
町

保
健

師
等

と
連

携
し

、
合

計
1
0
班

2
0
名

の
保

健
師

を
宮

城
県

に
派

遣
し

、
被

災
住

民
の

健
康

チ
ェ

ッ
ク

、
健

康
相

談
活

動
を

実
施

中

○
県

保
健

師
・
３

月
1
4
日

～
1
7
日

１
班

２
名

が
活

動
を

実
施

（
仙

台
市

若
林

区
六

郷
市

民
セ

ン
タ

ー
）

・
３

月
1
8
日

～
2
4
日

２
班

４
名

が
活

動
を

実
施

（
仙

台
市

若
林

区
六

郷
市

民
セ

ン
タ

ー
）

・
３

月
2
4
日

～
３

班
６

名
が

活
動

を
実

施
中

（
石

巻
市

、
気

仙
沼

市
、

南
三

陸
町

、
各

１
班

２
名

）

◇
市

町
保

健
師

・
３

月
1
6
日

～
姫

路
市

の
保

健
師

（
１

班
２

名
）
が

活
動

を
実

施
中

・
３

月
1
7
日

～
西

宮
市

の
保

健
師

（
１

班
２

名
）
が

活
動

を
実

施
中

・
３

月
2
0
日

～
神

戸
市

、
尼

崎
市

の
保

健
師

（
神

戸
市

：
２

班
４

名
、

尼
崎

市
１

班
２

名
）
が

活
動

を
実

施
中

・
３

月
2
3
日

～
仙

台
市

若
林

区
で

の
県

保
健

師
の

活
動

を
引

き
継

ぐ
形

で
、

市
町

保
健

師
（
２

班
４

名
）
が

活
動

を
実

施
中

◇
兵

庫
県

看
護

協
会

・
３

月
1
7
日

～
1
9
日

兵
庫

県
看

護
協

会
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

、
県

派
遣

保
健

師
と

連
携

し
て

看
護

活
動

を
実

施
（
看

護
師

３
名

）
※

気
仙

沼
市

の
避

難
所

で
健

康
相

談
を

行
う

看
護

職
員

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
兵

庫
県

看
護

協
会

に
応

援
を

依
頼

し
、

派
遣

に
向

け
て

調
整

中

３
月

1
4
日

○
県

保
健

師
・
３

月
2
8
日

（
出

発
）

３
班

６
名

に
加

え
、

２
名

増
員

（
南

三
陸

町
）
し

派
遣

◇
市

町
保

健
師

・
神

戸
市

、
姫

路
市

、
西

宮
市

、
尼

崎
市

及
び

各
市

町
の

保
健

師
の

派
遣

継
続

（
計

７
班

1
4
名

）

合
計

1
0
班

2
2
名

が
活

動
予

定

４
月

末
ま

で
派

遣
予

定

健
康

福
祉

部
病

院
局

こ
こ

ろ
の

ケ
ア

支
援

（
厚

生
労

働
省

か
ら

の
要

請
）

こ
こ

ろ
の

ケ
ア

に
関

す
る

助
言

指
導

や
、

避
難

所
等

に
お

け
る

こ
こ

ろ
の

ケ
ア

相
談

、
診

療
業

務
な

ど
を

行
う

た
め

の
専

門
家

か
ら

な
る

「
こ

こ
ろ

の
ケ

ア
チ

ー
ム

」
が

活
動

中

【
第

１
期

（
３

月
1
8
日

～
2
5
日

）
】

【
第

２
期

（
３

月
2
4
日

～
3
1
日

）
】

・
体

制
：
精

神
科

医
、

保
健

師
、

看
護

師
、

精
神

保
健

福
祉

士
等

６
名

・
場

所
：
仙

台
市

宮
城

野
区

内
の

避
難

所
を

巡
回

・
原

則
と

し
て

１
週

間
交

代

３
月

1
8
日

・
第

3
期

（
３

月
3
0
日

～
4
月

６
日

）
チ

ー
ム

を
引

き
続

き
派

遣
・
宮

城
県

の
こ

こ
ろ

の
ケ

ア
対

策
へ

の
助

言
指

導
の

た
め

、
兵

庫
県

こ
こ

ろ
の

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

加
藤

副
セ

ン
タ

ー
長

を
派

遣
（
３

月
2
9

日
～

４
月

３
日

）

・
４

月
以

降
も

派
遣

予
定

対
応

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

開
始

時
期

－
1
1

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
３

）
避

難
所

対
策

②
避

難
者

対
策

（
そ

の
３

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

健
康
福
祉
部

災
害
時
要
援
護
者
対
策
支

援
（
福
祉
施
設
等
へ
の
職
員

応
援
、
福
祉
業
務
職
員
の
応

援
等
）

【
福
祉
施
設
等
へ
の
職
員
応
援
】

児
童
・
障
害
・
高
齢
者
施
設
協
会
と
被
災
地
の
社
会
福
祉
施
設
に
対
す
る
必
要
な

人
的
支
援
を
調
整
中

現
地
支
援
本
部
に
よ
る
被
災

地
の
ニ
ー
ズ
・
被
災
県
か
ら

の
要
請
等
に
基
づ
き
実
施

・
事
業
者
団
体
等
と
支
援
の
具
体
的
な
実
施

方
法
を
検
討

【
派
遣
可
能
人
数
】

各
事
業
団
体
は
「
職
員
の
安
全
に
配
慮
し
つ

つ
可
能
な
限
り
派
遣
し
た
い
。
」
と
の
意
向
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
半
年
間
、
各
入
所
施
設
か
ら

１
名
程
度
、
１
週
間
派
遣
す
る
と
し
て
試
算

【
要
援
護
者
（
児
）
の
県
内
施
設
で
の
受
入
れ
】

・
宮
城
県
に
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
派
遣
（
３
月
1
9
日
～
2
4
日
）
し
、
被
災
地
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
児
童
・
障
害
・
高
齢
者
施
設
協
会
と
県
内
施
設
で

の
受
入
体
制
を
調
整

・
兵
庫
県
、
宮
城
県
の
各
施
設
協
会
が
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
-
ナ
ー
と
な
っ
て
、
受
入

れ
を
調
整
す
る
仕
組
み
を
構
築

現
地
支
援
本
部
に
よ
る
被
災

地
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
実
施
同
左

同
左

【
要
援
護
者
（
児
）
の
受
入
可
能
人
数
】

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

開
始

時
期

対
応

施
設

数
派

遣
可

能
人

数

高
齢

者
施

設
3
0
4

3
0
4人

1
1
～

1
2人

×
2
6
週

障
害

者
(児

)施
設

1
1
8

1
1
8人

4
～

5人
×

2
6
週

児
童

施
設

1
6

2
6
人

1
人

×
2
6
週

計
－

4
4
8人

派
遣

形
態

施
設

種
別

受
入

可
能

要
援

護
者

(児
)数

備
考

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
1
,0

4
0
人

シ
ョ

ー
ト

含
む

介
護

老
人

保
健

施
設

3
3
8人

介
護

療
養

型
医

療
施

設
9
5
人

養
護

老
人

ホ
ー

ム
1
8
8人

軽
費

老
人

ホ
ー

ム
等

6
1
8人

障
害

者
支

援
施

設
等

3
8
4人

知
的

障
害

児
施

設
2
5
人

重
症

心
身

障
害

児
施

設
5
4
人

肢
体

不
自

由
児

施
設

4
人

児
童

養
護

施
設

5
2
人

神
戸

市
内

を
除

く

乳
児

院
5
人

神
戸

市
内

を
除

く

里
親

等
1
5
0人

神
戸

市
内

を
除

く

計
2
,9

5
3
人

児
童

施
設

高
齢

者
施

設

障
害

者
(児

)施
設

－
1
2

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
３

）
避

難
所

対
策

③
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（
そ

の
１

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

企
画

県
民

部
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
入

支
援

、
救

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

派
遣

①
救

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

派
遣

(a
)ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
先

遣
隊

日
時

３
月

1
8
日

(金
)～

2
0
日

(日
)

派
遣

先
宮

城
県

松
島

町
避

難
所

①
松

島
町

温
水

プ
ー

ル
美

遊
(約

２
０

０
人

）
②

品
井

沼
農

村
環

境
改

善
セ

ン
タ

ー
(約

1
2
0
人

）
③

手
樽

地
域

交
流

セ
ン

タ
ー

(約
6
0
人

）
派

遣
ﾒ
ﾝ

ﾊ
ﾞｰ

医
師

､看
護

師
､鍼

灸
師

、
柔

道
整

復
師

、
県

職
員

･県
職

員
O

B
等

人
数

7
7
名

(バ
ス

４
台

）
※

各
避

難
所

に
お

い
て

、
健

康
診

断
等

の
避

難
者

の
ケ

ア
、

子
ど

も
の

遊
び

、
避

難
者

ニ
ー

ズ
の

聞
き

取
り

調
査

、
避

難
者

の
受

入
れ

支
援

等
を

実
施

(b
)炊

き
出

し
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

の
派

遣
日

時
３

月
2
3
日

（
水

）
～

2
5
日

（
金

）
派

遣
先

宮
城

県
松

島
町

避
難

所
（
松

島
町

温
水

プ
ー

ル
美

遊
等

）
派

遣
ﾒ
ﾝ

ﾊ
ﾞｰ

兵
庫

県
ご

当
地

グ
ル

メ
連

絡
協

議
会

、
姫

路
お

で
ん

協
同

組
合

等
人

数
3
4
人

派
遣

規
模

バ
ス

２
台

・
ト
ラ

ッ
ク

１
台

(c
)一

般
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

派
遣

派
遣

を
準

備
中

①
３

月
1
9
日

①
現

地
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

順
次

派
遣

予
定

(c
)一

般
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

派
遣

日
時

３
月

2
8
日

(月
)～

3
1
日

(木
)

[活
動

日
2
9
日

～
3
0
日

]
派

遣
先

宮
城

県
松

島
町

､東
松

島
市

活
動

内
容

家
屋

等
の

端
材

処
理

等
人

数
約

8
0
名

(バ
ス

４
台

）

①
同

左

②
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

派
遣

(a
)第

１
ク

ー
ル

の
派

遣
期

間
３

月
1
8
日

(金
)～

2
5
日

(金
)

人
数

近
畿

ブ
ロ

ッ
ク

1
0
人

、
中

四
国

ブ
ロ

ッ
ク

6
人

派
遣

先
宮

城
県

社
会

福
祉

協
議

会
(b

)第
２

ク
ー

ル
の

派
遣

期
間

３
月

2
3
日

(水
)～

2
8
日

(月
)

人
数

県
・
市

町
社

会
福

祉
協

議
会

３
人

派
遣

先
宮

城
県

現
地

事
務

所
（
石

巻
市

、
気

仙
沼

市
、

南
三

陸
町

）
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

③
兵

庫
県

の
ボ

ラ
ン

タ
リ

ー
プ

ラ
ザ

H
P
に

お
け

る
情

報
提

供
（
H

2
3
.3

.1
2
開

設
済

）
※

兵
庫

県
等

の
義

援
金

、
寄

付
金

の
受

付
先

等
の

情
報

提
供

④
災

害
救

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
支

援
関

係
団

体
連

絡
会

議
開

催
具

体
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

・
派

遣
方

法
に

つ
い

て
検

討
※

構
成

メ
ン

バ
ー

：
コ

ー
プ

こ
う

べ
、

日
本

赤
十

字
、

兵
庫

県
商

工
会

議
所

、
青

年
会

議
所

等

②
３

月
1
9
日

③
３

月
1
2
日

開
設

④
３

月
1
7
日

開
催

②
要

請
を

踏
ま

え
調

整

③
随

時
更

新

②
同

左

③
随

時
更

新

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

対
応

開
始

時
期

－
1
3

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
３

）
避

難
所

対
策

③
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（
そ

の
２

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

企
画

県
民

部
県

職
員

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
派

遣
の

検
討

前
頁

①
(a

)の
先

遣
隊

に
県

職
員

等
1
3
名

が
参

加
（
日

時
３

月
1
8
日

(金
)～

2
0
日

(日
)）

・
地

域
協

働
課

４
名

・
企

画
県

民
部

４
名

・
ボ

ラ
ン

タ
リ

ー
プ

ラ
ザ

２
名

・
県

社
協

３
名

前
頁

①
(b

)の
炊

き
だ

し
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

に
県

職
員

等
４

名
が

参
加

（
日

時
３

月
2
3
日

(水
)～

2
5
日

(金
)）

・
地

域
協

働
課

１
名

・
ボ

ラ
ン

タ
リ

ー
プ

ラ
ザ

３
名

３
月

1
9
日

派
遣

要
請

を
踏

ま
え

検
討

前
頁

①
(c

)の
一

般
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

県
職

員
等

を
派

遣
(日

時
３

月
2
8
日

(月
)～

3
1
日

(木
))

・
地

域
協

働
課

２
名

・
ボ

ラ
ン

タ
リ

ー
プ

ラ
ザ

２
名

同
左

開
始

時
期

対
応

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

－
1
4

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
４

）
被

災
住

宅
対

策
（
そ

の
１

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

県
土

整
備

部
（
ま

ち
づ

く
り

）
応

急
危

険
度

判
定

支
援

・
被

災
建

築
物

応
急

危
険

度
判

定
士

の
派

遣
（
国

土
交

通
省

か
ら

の
要

請
）

支
援

時
期

（
期

間
）
、

支
援

地
域

は
、

今
後

、
国

土
交

通
省

か
ら

の
要

請
に

応
じ

対
応

未
定

（
国

土
交

通
省

か
ら

の
要

請
に

応
じ

対
応

。
）

同
左

同
左

県
土

整
備

部
（
ま

ち
づ

く
り

）
・
被

災
宅

地
危

険
度

判
定

士
の

派
遣

（
国

土
交

通
省

か
ら

の
要

請
）

支
援

時
期

（
期

間
）
、

支
援

地
域

は
、

今
後

、
国

土
交

通
省

か
ら

の
要

請
に

応
じ

対
応 （
判

定
士

の
派

遣
可

能
人

数
は

集
約

済
・
1
5
名

）

未
定

（
国

土
交

通
省

か
ら

の
要

請
に

応
じ

対
応

）

同
左

同
左

県
土

整
備

部
（
ま

ち
づ

く
り

）
応

急
仮

設
住

宅
の

建
設

へ
の

支
援

（
国

土
交

通
省

か
ら

の
要

請
）

国
土

交
通

省
か

ら
の

派
遣

要
請

（
３

月
1
4
日

）
を

受
け

て
、

宮
城

県
に

応
急

仮
設

住
宅

建
設

の
支

援
を

行
う

職
員

を
派

遣
・
第

１
班

３
名

が
３

月
1
8
日

か
ら

宮
城

県
庁

、
被

災
地

で
活

動
中

３
月

1
8
日

４
月

末
ま

で
３

名
を

３
交

替
で

派
遣

予
定

同
左

企
画

県
民

部
（
防

災
）

家
屋

被
害

認
定

支
援

・
家

屋
被

害
認

定
士

の
派

遣
家

屋
被

害
調

査
に

派
遣

可
能

な
市

町
職

員
の

人
数

を
調

査
要

請
が

あ
り

次
第

実
施

（
概

ね
発

災
後

、
２

週
間

経
過

以
降

）

受
け

入
れ

の
可

否
の

調
整

農
政

環
境

部
（
環

境
担

当
）

災
害

廃
棄

物
の

処
理

支
援

（
ご

み
収

集
車

等
の

派
遣

、
焼

却
処

理
の

応
援

）

豊
岡

市
が

ダ
ン

プ
車

４
台

を
宮

城
県

美
里

町
へ

派
遣

要
請

が
あ

れ
ば

、
県

内
市

町
と

応
援

の
調

整
を

行
い

、
実

施
す

る
。

・
2
8
市

町
等

（
神

戸
市

、
姫

路
市

等
）
か

ら
パ

ッ
カ

ー
車

等
5
7
台

可
能

な
こ

と
を

把
握

３
月

1
7
日

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

開
始

時
期

対
応

－
1
5

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
４

）
被

災
住

宅
対

策
（
そ

の
２

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

農
政

環
境

部
（
環

境
担

当
）

災
害

廃
棄

物
処

理
経

験
職

員
の

派
遣

災
害

廃
棄

物
処

理
の

助
言

を
行

う
た

め
、

兵
庫

県
職

員
等

を
派

遣

・
3
月

1
6
日

～
2
0
日

環
境

整
備

課
職

員
3
名

を
宮

城
県

庁
に

派
遣

・
3
月

2
3
日

～
3
0
日

環
境

管
理

局
職

員
等

3
名

を
現

地
支

援
本

部
（
気

仙
沼

市
、

南
三

陸
町

、
石

巻
市

）
に

派
遣

・
3
月

2
8
日

～
４

月
４

日
環

境
管

理
局

職
員

、
尼

崎
市

・
西

宮
市

・
宝

塚
市

職
員

、
計

6
名

を
現

地
支

援
本

部
に

派
遣

３
月

1
6
日

農
政

環
境

部
（
環

境
担

当
）

破
砕

機
の

提
供

要
請

が
あ

れ
ば

、
環

境
整

備
課

が
被

災
県

と
調

整
を

行
い

、
近

畿
工

業
(株

)よ
り

必
要

な
市

町
村

へ
提

供
す

る
。

県
と

近
畿

工
業

(株
)の

協
議

開
始

農
政

環
境

部
（
環

境
担

当
）

汚
泥

吸
引

車
の

派
遣

（
兵

庫
県

環
境

整
備

事
業

協
同

組
合

）

具
体

の
要

請
の

後
、

１
週

間
程

度
派

遣
（
現

在
、

準
備

中
）

県
土

整
備

部
（
ま

ち
づ

く
り

）
被

災
者

の
受

入
れ

（
公

営
住

宅
の

一
時

入
居

受
入

れ
等

）
【
期

間
】

被
災

市
町

に
お

け
る

仮
設

住
宅

、
恒

久
住

宅
等

の
被

災
者

受
入

れ
住

宅
が

完
成

す
る

ま
で

の
間

【
提

供
可

能
戸

数
】

1
,2

0
0
戸

・
一

般
被

災
者

用
：
1
0
0
戸

・
人

工
透

析
が

必
要

な
被

災
者

用
：
1
0
0
戸

・
応

急
仮

設
住

宅
用

：
1
,0

0
0
戸

※
市

町
営

住
宅

（
神

戸
市

を
除

く
）
：

2
6
5
戸

（
３

月
2
5
日

現
在

）
【
取

組
状

況
】

・
３

月
1
7
日

9
:0

0
か

ら
受

付
開

始
・
３

月
1
8
日

か
ら

随
時

住
宅

斡
旋

中
入

居
戸

数
：

2
1
戸

（
３

月
2
5
日

現
在

）
・
３

月
2
5
日

か
ら

人
工

透
析

が
必

要
な

被
災

者
か

ら
の

受
付

開
始

３
月

1
6
日

随
時

住
宅

斡
旋

企
画

県
民

部
地

方
職

員
共

済
組

合
宿

泊
施

設
「
瑞

宝
園

」
で

の
被

災
者

受
入

れ

平
日

を
中

心
に

空
室

の
範

囲
内

で
被

災
者

を
受

入
れ

【
受

入
可

能
数

】
和

室
２

室
、

1
0
名

（
予

約
状

況
に

よ
り

、
提

供
数

を
随

時
調

整
）

【
受

入
形

態
】

宿
泊

料
は

無
料

、
食

事
代

は
実

費
を

被
災

者
が

負
担

申
込

は
瑞

宝
園

で
直

接
受

け
付

け
※

地
方

職
員

共
済

組
合

本
部

の
方

針
に

基
づ

き
、

全
国

の
地

方
公

務
員

共
済

組
合

等
5
5
施

設
で

受
入

れ
（
県

内
は

瑞
宝

園
の

他
、

ひ
ょ

う
ご

共
済

会
館

、
ゆ

め
春

来
の

３
施

設
）

３
月

2
2
日

(申
込

受
付

開
始

)

対
応

開
始

時
期

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

－
1
6

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
５

）
現

場
応

急
対

策
（
そ

の
１

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

企
画

県
民

部
（
防

災
）

先
遣

隊
の

派
遣

兵
庫

県
職

員
を

派
遣

し
、

現
地

連
絡

所
を

開
設

（
関

西
広

域
連

合
の

現
地

連
絡

所
と

し
て

も
機

能
）

派
遣

を
行

う
期

間
は

、
概

ね
２

か
月

程
度

（
２

か
月

経
過

後
に

再
度

検
討

）

県
土

整
備

部
先

遣
隊

に
よ

る
状

況
・
ニ

ー
ズ

把
握

・
先

遣
隊

（
４

名
）
を

派
遣

し
、

以
下

に
つ

い
て

調
査

、
把

握
、

確
認

ア
）
土

木
施

設
の

被
災

状
況

（
総

量
、

重
点

分
野

等
）

イ
）
測

量
設

計
・
建

設
業

界
の

対
応

能
力

ウ
）
執

行
体

制
（
被

災
地

と
の

協
力

体
制

、
県

の
組

織
体

制
、

現
地

事
務

所
の

状
況

等
）

３
月

1
7
日

～
2
0
日

・
宮

城
県

の
意

向
及

び
先

遣
隊

の
調

査
結

果
を

踏
ま

え
、

各
フ

ェ
ー

ズ
（
緊

急
・
応

急
期

、
復

旧
期

）
ご

と
の

必
要

な
支

援
内

容
を

検
討

応
急

復
旧

対
策

支
援

へ
反

映

県
土

整
備

部
下

水
道

施
設

被
災

状
況

調
査

・
全

国
ル

ー
ル

（
「
下

水
道

事
業

に
お

け
る

災
害

時
支

援
ル

ー
ル

」
）
に

基
づ

き
、

調
査

班
を

宮
城

県
内

の
３

市
町

（
東

松
島

市
、

美
里

町
、

松
島

町
）
に

派
遣

し
、

以
下

の
調

査
を

実
施

中
。

ア
）
管

路
及

び
人

孔
の

損
傷

状
況

イ
）
緊

急
対

応
の

必
要

性
の

有
無

【
１

次
派

遣
】

・
日

時
：

３
月

2
2
日

～
2
9
日

・
構

成
：

４
班

1
2
名

（
県

職
員

２
名

、
西

宮
市

ほ
か

５
市

職
員

1
0
名

）
・
派

遣
先

：
東

松
島

市
、

美
里

町
、

松
島

町

【
２

次
派

遣
】

・
日

時
：

３
月

2
7
日

～
４

月
３

日
・
構

成
：

１
班

４
名

（
た

つ
の

市
職

員
４

名
）

・
派

遣
先

：
東

松
島

市

3
月

2
2
日

～
・
下

水
道

現
地

支
援

本
部

（
国

土
交

通
省

が
設

置
）
と

調
整

等
を

行
い

、
職

員
を

派
遣

必
要

に
応

じ
て

、
３

次
派

遣
を

行
う

。

企
画

県
民

部
（
防

災
）

人
と

防
災

未
来

セ
ン

タ
ー

職
員

の
派

遣
３

月
1
4
日

～
1
7
日

今
後

の
災

害
対

応
へ

の
課

題
や

支
援

に
つ

い
て

の
調

査
を

目
的

と
し

て
、

宮
城

県
へ

研
究

員
３

名
を

派
遣

３
月

2
1
日

～
2
3
日

河
田

セ
ン

タ
ー

長
等

２
名

に
よ

る
宮

城
県

災
害

対
策

本
部

の
支

援

３
月

1
4
日開

始
時

期
対

応
支

援
項

目
取

組
の

現
状

部
局

名

支
援

項
目

派
遣

先
期

間

被
災
地

の
ニ
ー

ズ
把

握
３
名

（
第

１
陣

）
宮

城
県

3
/
1
3
～

1
8

3
/
1
7
～

2
2
（

２
名

）

3
/
1
8
～

2
4
（

３
名

）

３
名

（
第

３
陣

）
宮

城
県

3
/
2
3
～

2
9

３
名

（
第

４
陣

）
宮

城
県

3
/
2
8
～

4
/
3
（
予

定
）

３
名

（
第

５
陣

）
宮

城
県

4
/
2
～
8
（
予

定
）

人
数

５
名

（
第

２
陣

）
宮

城
県

－
1
7

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
５

）
現

場
応

急
対

策
（
そ

の
２

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

県
土

整
備

部
土

木
技

術
職

員
の

常
駐

派
遣

今
後

の
要

請
に

備
え

、
宮

城
県

土
木

部
局

の
ニ

ー
ズ

把
握

や
連

絡
調

整
を

す
る

た
め

、
現

地
対

策
本

部
に

土
木

職
員

を
常

駐
さ

せ
る

。
３

月
2
3
日

か
ら

現
地

対
策

本
部

に
土

木
技

術
職

員
１

名
を

派
遣

本
格

的
な

支
援

隊
派

遣
ま

で
継

続
す

る
。

県
土

整
備

部
応

急
復

旧
工

事
の

支
援

①
工

事
資

材
等

の
支

援
宮

城
県

か
ら

大
型

土
嚢

袋
（
５

万
袋

）
の

資
材

支
援

要
請

（
３

月
2
1
日

）
が

あ
り

、
第

１
次

提
供

と
し

て
本

県
・
徳

島
県

・
鳥

取
県

の
３

県
で

約
３

万
袋

を
確

保
。

不
足

分
に

つ
い

て
３

県
を

始
め

他
の

関
西

広
域

連
合

府
県

等
の

提
供

可
能

数
量

を
把

握
中

。

・
３

月
2
5
日

第
１

次
提

供
と

し
て

、
約

３
万

袋
を

宮
城

県
に

発
送

第
１

次
提

供
：

３
月

2
5
日

第
２

次
提

供
と

し
て

、
3
月

3
1
日

に
約

1
万

袋
を

宮
城

県
に

搬
送

予
定

残
る

約
１

万
袋

に
つ

い
て

は
、

４
月

末
ま

で
に

対
応

す
る

。

県
土

整
備

部
応

急
復

旧
工

事
の

支
援

②
応

急
復

旧
工

事
の

立
案

・
実

施
支

援

－
４

月
以

降
を

想
定

開
始

時
期

に
つ

い
て

は
、

宮
城

県
の

意
向

及
び

先
遣

隊
に

よ
る

調
査

結
果

を
踏

ま
え

判
断

し
て

い
く

。

①
応

急
復

旧
対

策
の

立
案

・
実

施
支

援
阪

神
・
淡

路
大

震
災

や
H

1
6
年

・
H

2
1
年

の
大

規
模

水
害

等
の

教
訓

を
活

か
し

、
先

遣
隊

の
調

査
結

果
を

踏
ま

え
、

宮
城

県
と

し
て

の
応

急
対

応
の

重
点

分
野

を
中

心
に

支
援

。
重

点
分

野
１

）
道

路
の

応
急

復
旧

対
策

２
）
港

湾
施

設
の

応
急

復
旧

対
策

そ
の

他
分

野
河

川
の

２
次

災
害

防
止

対
策

等

部
局

名
支

援
項

目
開

始
時

期
対

応
取

組
の

現
状

１
次

(3
/2

5)
２

次
(3

/
31

)

兵
庫

県
20

,9
0
0

7,
95

0

徳
島

県
2
,4

0
0

1,
10

0

鳥
取

県
6
,6

0
0

1,
20

0

合
計

29
,9

0
0

1
0,

25
0

（注
）
兵

庫
県

は
、

県
、

市
町

、
建

設
業

協
会

等
の

提
供

－
1
8

－

-41-



被
災

地
支

援
の

状
況

（
５

）
現

場
応

急
対

策
（
そ

の
３

）

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

県
土

整
備

部
（
ま

ち
づ

く
り

）
緊

急
的

な
建

築
制

限
等

の
提

案
○

被
災

3
県

に
対

す
る

緊
急

的
な

建
築

制
限

等
の

提
案

土
地

区
画

整
理

事
業

等
の

都
市

計
画

の
決

定
に

時
間

を
要

す
る

こ
と

か
ら

、
被

災
市

街
地

復
興

特
別

措
置

法
に

よ
る

建
築

制
限

の
活

用
等

を
提

案

(提
案

内
容

）
①

緊
急

避
難

的
建

築
制

限
（
建

築
基

準
法

第
8
4
条

）
ア

被
災

市
街

地
の

う
ち

、
土

地
区

画
整

理
事

業
等

の
必

要
な

区
域

の
指

定
イ

同
区

域
内

に
お

け
る

建
築

物
の

建
築

を
制

限
又

は
禁

止
〔
建

築
制

限
の

期
間

〕
災

害
発

生
の

日
か

ら
1
ヶ

月
以

内
（
1
ヶ

月
延

長
可

能
）
＝

最
大

２
ヶ

月
〔
制

限
主

体
〕
特

定
行

政
庁

↓
②

被
災

市
街

地
復

興
推

進
地

域
の

都
市

計
画

決
定

（
都

市
計

画
法

第
1
0
条

の
4
、

被
災

市
街

地
復

興
特

別
措

置
法

）
ア

面
的

整
備

が
必

要
な

区
域

を
定

め
、

緊
急

復
興

方
針

を
策

定
(※

具
体

的
な

事
業

手
法

の
決

定
は

不
要

)
イ

上
記

の
区

域
に

お
け

る
建

築
行

為
等

を
制

限
〔
建

築
制

限
の

期
間

〕
災

害
発

生
の

日
か

ら
２

年
以

内
（
都

市
計

画
で

決
定

）
〔
都

計
主

体
〕
市

町
村

↓
③

土
地

区
画

整
理

事
業

等
の

都
市

計
画

決
定

（
都

市
計

画
法

第
1
2
条

、
土

地
区

画
整

理
法

等
）

被
災

市
街

地
復

興
推

進
地

域
で

定
め

た
期

間
内

（
2
年

以
内

）
に

、
土

地
区

画
整

理
や

市
街

地
再

開
発

等
の

具
体

的
な

市
街

地
開

発
事

業
の

内
容

に
つ

い
て

都
市

計
画

決
定

を
行

う
。

３
月

1
6
日

・
広

域
防

災
局

か
ら

現
地

事
務

所
を

通
じ

て
被

災
3
県

（
宮

城
、

岩
手

、
福

島
）
災

害
対

策
本

部
に

提
供

済
・
都

市
計

画
課

か
ら

も
被

災
3

県
都

市
計

画
担

当
課

に
送

付
済

被
災

地
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
が

あ
れ

ば
随

時
対

応

○
宮

城
県

及
び

釜
石

市
か

ら
の

要
請

に
応

じ
、

復
興

都
市

計
画

の
決

定
手

法
等

に
関

係
す

る
人

員
派

遣
（
１

）
釜

石
市

３
月

2
4
日

（
木

）
～

2
8
日

（
月

）
２

名
派

遣
（
２

）
宮

城
県

庁
３

月
2
7
日

（
日

）
～

3
0
日

（
水

）
２

名
派

遣

３
月

2
4
日

～

対
応

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

開
始

時
期

－
1
9

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
６

）
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

復
旧

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

企
業

庁
保

存
飲

料
水

、
ポ

リ
タ

ン
ク

等
給

水
を

受
け

ら
れ

な
い

住
民

へ
の

保
存

飲
料

水
の

供
給

お
よ

び
ポ

リ
タ

ン
ク

等
の

供
給 ＜

３
月

1
3
、

1
8
日

＞
【
再

掲
】

＜
３

月
2
3
日

＞
・
保

存
飲

料
水

3
0
,4

0
0
本

・
保

存
飲

料
水

1
2
0
本

・
ポ

リ
タ

ン
ク

7
5
0
個

・
ポ

リ
タ

ン
ク

（
飲

料
水

入
）

2
0
個

・
ポ

リ
袋

3
,0

0
0
枚

※
救

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
派

遣
（
第

２
陣

）
に

併
せ

て
供

給

３
月

1
3
日

～
・
現

地
派

遣
職

員
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

対
応

用
の

飲
料

水
等

を
随

時
提

供
。

・
同

左

企
業

庁
水

道
の

復
旧

（
給

水
車

の
派

遣
、

職
員

の
応

援
等

）
日

本
水

道
協

会
の

要
請

に
基

づ
き

、
県

内
2
1
市

２
町

３
企

業
団

（
2
6
団

体
）
の

給
水

車
等

の
派

遣
を

実
施

＜
３

月
2
5
日

現
在

＞
・
給

水
車

2
7
台

・
派

遣
職

員
延

べ
1
7
4
人

・
派

遣
先

：
岩

手
県

、
宮

城
県

、
茨

城
県

、
千

葉
県

３
月

1
2
日

～
市

町
給

水
車

、
職

員
の

派
遣

等
を

継
続

要
請

を
踏

ま
え

、
調

整

（
７

）
遺

体
の

対
応

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

健
康

福
祉

部
監

察
医

の
応

援
（
死

体
検

案
）

・
３

月
1
1
日

に
警

察
庁

が
死

体
検

案
へ

の
協

力
を

日
本

法
医

学
会

に
要

請
。

日
本

法
医

学
会

が
中

心
と

な
っ

て
、

関
東

・
甲

信
越

・
中

部
地

域
か

ら
、

順
次

、
法

医
学

医
を

被
災

地
に

派
遣

し
、

死
体

検
案

を
実

施
・
３

月
1
9
日

に
兵

庫
県

監
察

医
に

対
し

、
福

島
県

内
で

死
体

検
案

活
動

を
実

施
す

る
よ

う
要

請
が

有
り

、
３

月
2
2
日

か
ら

福
島

県
相

馬
市

及
び

南
相

馬
市

の
遺

体
安

置
所

で
死

体
検

案
を

実
施

中

３
月

2
2
日

～
３

月
2
2
日

～
2
8
日

ま
で

活
動

を
実

施

健
康

福
祉

部
遺

体
の

火
葬

受
け

付
け

県
内

市
町

の
火

葬
場

の
受

入
可

能
数

を
調

査
済

み

【
調

査
結

果
】

県
内

火
葬

場
5
1
施

設
の

う
ち

、
2
7
施

設
（
1
2
2
体

/
日

）
が

受
け

入
れ

可
能

現
地

支
援

本
部

に
よ

る
被

災
地

の
ニ

ー
ズ

・
被

災
県

か
ら

の
要

請
等

に
基

づ
き

実
施

・
現

地
支

援
本

部
に

よ
る

被
災

地
の

ニ
ー

ズ
・

被
災

県
か

ら
の

要
請

等
に

基
づ

き
、

県
内

市
町

に
対

し
て

、
遺

体
の

火
葬

の
受

け
入

れ
を

依
頼

同
左

対
応

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

開
始

時
期

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

開
始

時
期

対
応

－
2
0

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
８

）
教

育
対

策

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

教
育

委
員

会
震

災
・
学

校
支

援
チ

ー
ム

（
Ｅ

Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｈ

）
の

派
遣

３
月

1
2
日

震
災

・
学

校
支

援
チ

ー
ム

（
E
A

R
T

H
）
員

３
名

に
対

し
て

、
被

災
地

派
遣

に
備

え
て

の
準

備
を

指
示

岩
手

県
、

宮
城

県
、

福
島

県
（
連

絡
途

絶
の

た
め

文
部

科
学

省
を

通
じ

て
）
に

対
し

て
、

E
A

R
T

H
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
（
災

害
時

の
学

校
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

）
等

の
資

料
提

供
す

る
と

と
も

に
、

学
校

再
開

等
に

経
験

の
あ

る
教

員
（
E
A

R
T

H
）
の

派
遣

準
備

が
あ

る
こ

と
を

連
絡

３
月

1
4
日

宮
城

県
教

育
庁

か
ら

、
県

教
育

委
員

会
に

震
災

・
学

校
支

援
チ

ー
ム

（
Ｅ

Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｈ

）
の

派
遣

要
請

３
月

1
5
日

Ｅ
Ａ

Ｒ
Ｔ

Ｈ
３

名
を

当
面

１
週

間
を

め
ど

に
宮

城
県

教
育

庁
に

派
遣

（
内

容
）

・
避

難
所

と
な

っ
た

学
校

の
避

難
所

運
営

支
援

・
早

期
の

学
校

再
開

が
見

込
ま

れ
る

地
域

の
学

校
再

開
支

援
・
被

災
し

た
児

童
生

徒
の

心
の

ケ
ア

支
援

３
月

1
6
日

宮
城

県
教

育
庁

を
訪

問
し

、
避

難
所

運
営

や
心

の
ケ

ア
に

関
し

て
打

合
せ

後
、

南
三

陸
町

に
向

か
う

。
志

津
川

中
学

校
（
約

1
,0

0
0
人

が
避

難
）
に

移
動

。
車

中
泊

。
３

月
1
7
日

南
三

陸
町

に
て

、
町

職
員

・
学

校
関

係
者

等
と

避
難

所
運

営
の

状
況

に

３
月

1
2
日

～
・
宮

城
県

教
委

と
調

整
の

上
、

児
童

生
徒

の
心

の
ケ

ア
の

支
援

に
係

る
派

遣
に

つ
い

て
検

討

※
岩

手
県

：
調

整
中

（
県

教
委

か
ら

の
派

遣
要

請
は

な
い

）
福

島
県

：
原

子
力

発
電

所
の

問
題

が
収

ま
り

次
第

、
派

遣
要

請
に

つ
い

て
検

討
さ

れ
る

見
込

み

３
月

2
0
日

・
帰

庁
し

た
震

災
・
学

校
支

援
チ

ー
ム

（
E
A

R
T

H
)の

現
地

活
動

に
係

る
報

告
（
記

者
会

見
）

・
「
災

害
を

受
け

た
子

ど
も

た
ち

の
心

の
理

解
と

ケ
ア

（
研

修
資

料
）
」
の

作
成

に
つ

い
て

記
者

発
表

の
上

、
E
A

R
T

H
第

二
次

派
遣

で
宮

城
県

へ
提

供
３

月
2
1
日

第
２

次
派

遣
第

１
陣

（
３

名
×

２
班

）
が

宮
城

県
に

向
け

出
発

３
月

2
2
日

第
２

次
派

遣
第

１
陣

（
３

名
×

２
班

）
が

宮
城

県
教

育
庁

を
訪

問
後

、
各

避
難

所
へ

向
け

出
発

第
２

次
派

遣
第

２
陣

（
３

名
×

１
班

）
が

宮
城

県
に

向
け

出
発

３
月

2
3
日

、
2
4
日

第
２

次
派

遣
（
３

名
×

３
班

）
が

気
仙

沼
市

、
東

松
島

市
、

石
巻

市
で

避
難

所
運

営
支

援
、

教
育

の
早

期
再

開
・
心

の
ケ

ア
に

つ
い

て
の

情
報

交
換

３
月

2
5
日

第
２

次
派

遣
（
３

名
×

２
班

）
帰

庁
３

月
2
6
日

第
２

次
派

遣
（
３

名
×

１
班

）
帰

庁

教
育

委
員

会
文

化
財

等
の

復
旧

及
び

被
災

施
設

復
旧

に
係

る
埋

蔵
文

化
発

掘
調

査

3
月

1
4
日

文
化

庁
に

対
し

て
、

文
化

財
等

支
援

委
員

会
の

設
置

等
に

よ
る

体
制

整
備

に
つ

い
て

、
助

言
及

び
資

料
提

供
３

月
1
4
日

文
化

庁
に

お
け

る
体

制
整

備
に

つ
い

て
、

必
要

な
助

言
を

行
う

と
と

と
も

に
、

文
化

庁
・
総

務
省

の
要

請
に

よ
り

、
文

化
財

技
師

及
び

埋
蔵

文
化

財
技

師
を

派
遣

開
始

時
期

対
応

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

－
2
1

－
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被
災

地
支

援
の

状
況

（
９

）
被

災
市

町
支

援

当
面

（
今

後
１

週
間

）
そ

の
後

兵
庫

県
県

内
市

町
宮

城
県

北
部

沿
岸

市
町

支
援

本
部

の
設

置
宮

城
県

庁
内

に
設

置
し

て
い

る
現

地
支

援
本

部
に

加
え

、
被

災
地

の
現

場
ニ

ー
ズ

に
即

応
す

る
た

め
、

宮
城

県
内

３
市

町
に

支
援

本
部

を
開

設
し

、
被

災
市

町
の

支
援

ニ
ー

ズ
調

査
、

避
難

所
の

巡
回

・
運

営
ノ

ウ
ハ

ウ
の

伝
達

、
保

健
・
医

療
・
福

祉
、

仮
設

住
宅

、
ガ

レ
キ

処
理

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト
な

ど
専

門
的

な
相

談
・

対
応

に
よ

り
被

災
地

の
課

題
解

決
を

直
接

支
援

す
る

。

○
現

地
支

援
本

部
１

体
制

：
県

職
員

等
1
5
名

程
度

×
３

箇
所

２
開

設
場

所
：

気
仙

沼
市

、
石

巻
市

、
南

三
陸

町
３

職
員

派
遣

（
１

週
間

程
度

で
入

替
）

【
第

１
陣

】
①

先
遣

隊
（
４

名
×

３
箇

所
）

：
３

月
2
2
日

1
5
:0

0
出

発
②

本
隊

（
３

箇
所

計
3
1
名

）
：

３
月

2
3
日

1
5
:0

0
出

発
【
第

２
陣

】
本

隊
（
３

箇
所

計
6
0
名

）
：

３
月

2
8
日

1
5
:0

0
出

発
予

定

○
行

政
対

応
事

例
集

の
提

供
（
３

月
2
6
日

）
行

政
職

員
向

け
に

、
阪

神
・
淡

路
大

震
災

の
行

政
対

応
事

例
集

を
集

め
た

「
阪

神
・
淡

路
大

震
災

災
害

対
策

事
例

集
（
応

急
・
復

旧
対

策
編

）
」
を

作
成

し
、

宮
城

県
、

岩
手

県
、

福
島

県
に

提
供

３
月

2
2
日

出
発

兵
庫

県
県

内
市

町
そ

の
他

市
町

へ
の

派
遣

１
派

遣
先

：
岩

手
県

釜
石

市
２

派
遣

期
間

：
３

月
2
4
日

～
2
8
日

３
体

制
：

県
職

員
等

５
名

４
支

援
内

容
：

災
害

救
助

事
務

支
援

（
県

１
名

、
佐

用
町

２
名

）
都

市
計

画
事

務
支

援
（
県

２
名

）
【
再

掲
】

３
月

2
4
日

出
発

対
応

部
局

名
支

援
項

目
取

組
の

現
状

開
始

時
期

－
2
2

－
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１
物

的
支

援
２

人
的

支
援

（
つ

づ
き

）

支
援

項
目

担
当

課
名

担
当

係
名

内
線

頁
・

こ
こ

ろ
の

ケ
ア

支
援

障
害

福
祉

課
精

神
医

療
係

3
0
7
6

１
１

・
医

薬
品

の
提

供
医

務
課

薬
務

課
企

画
調

整
係

3
2
1
9

3
3
0
5

５
・

災
害

時
要

援
護

者
対

策
支

援
（

福
祉

施
設

等
へ

の
職

員
応

援
、

福
祉

業
務

職
員

の
応

援
等

）

高
齢

社
会

課
障

害
者

支
援

課
児

童
課

高
年

施
設

係
障

害
施

設
係

児
童

施
設

係

2
9
5
0

2
9
6
7

2
9
8
2

１
２

・
防

疫
対

策
支

援
（

ク
レ

ゾ
ー

ル
、

逆
性

石
け

ん
等

物
資

支
援

）
疾

病
対

策
課

薬
務

課
3
2
8
9

3
3
0
5

５
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

け
入

れ
支

援
、

救
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
派

遣
地

域
協

働
課

職
員

課
県

民
運

動
支

援
係

福
利

厚
生

係
2
7
2
5

2
5
8
5

１
３

・
救

援
物

資
の

提
供

（
食

料
、

飲
料

水
、

毛
布

、
ブ

ル
ー

シ
ー

ト
、

仮
設

ト
イ

レ
等

）
災

害
対

策
課

企
業

庁
水

道
課

指
導

係
利

水
調

整
係

5
3
8
3

5
4
3
6

６
・

県
職

員
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

派
遣

の
検

討
職

員
課

福
利

厚
生

係
2
5
8
5

１
４

・
ベ

ビ
ー

用
品

の
提

供
健

康
増

進
課

健
康

政
策

係
2
7
6
7

６
・

被
災

建
築

物
応

急
危

険
度

判
定

士
の

派
遣

建
築

指
導

課
防

災
耐

震
係

4
7
3
6

１
５

・
防

寒
着

の
提

供
消

防
課

0
7
8
-
3
6
2
-
3
6
5
6

６
・

被
災

宅
地

危
険

度
判

定
士

の
派

遣
開

発
調

整
室

審
査

係
4
8
4
9

１
５

・
衛

星
携

帯
電

話
の

貸
出

し
消

防
課

0
7
8
-
3
6
2
-
3
6
5
6

７
・

応
急

仮
設

住
宅

の
建

設
へ

の
支

援
公

営
住

宅
課

計
画

係
4
7
5
6

１
５

・
見

舞
金

の
送

付
防

災
企

画
課

防
災

事
業

係
5
3
5
2

７
・

家
屋

被
害

認
定

士
の

派
遣

災
害

対
策

課
指

導
係

5
3
8
3

１
５

・
義

援
金

の
募

集
防

災
企

画
課

防
災

事
業

係
5
3
5
2

７
・

災
害

廃
棄

物
の

処
理

支
援

（
ご

み
収

集
車

等
の

派
遣

、
焼

却
処

理
の

応
援

）
環

境
整

備
課

廃
棄

物
指

導
係

3
3
4
9

１
５

・
災

害
関

連
資

材
の

調
達

産
業

労
働

部
総

務
課

企
画

調
整

係
3
5
1
3

７
・

災
害

廃
棄

物
処

理
経

験
職

員
の

派
遣

環
境

整
備

課
廃

棄
物

指
導

係
3
3
4
9

１
６

・
県

内
企

業
や

本
県

ゆ
か

り
の

海
外

地
域

な
ど

か
ら

の
支

援
物

資
・

義
援

金
等

の
仲

介
新

産
業

課
国

際
交

流
課

産
学

連
携

企
画

係
交

流
企

画
係

3
5
2
7

2
0
9
5

８
・

先
遣

隊
の

派
遣

防
災

企
画

課
技

術
企

画
課

防
災

事
業

係
企

画
係

5
3
5
2

4
3
3
1

１
７

・
か

ま
ど

ご
は

ん
炊

き
出

し
支

援
の

実
施

総
合

農
政

課
県

民
運

動
支

援
係

4
0
5
1

９
・

下
水

道
施

設
被

災
状

況
調

査
下

水
道

課
計

画
係

4
5
0
0

１
７

・
飲

食
料

品
の

供
給

消
費

流
通

課
食

品
安

全
係

4
0
4
9

９
・

人
と

防
災

未
来

セ
ン

タ
ー

職
員

の
派

遣
防

災
企

画
課

調
整
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避難者受入に係る庁内体制

復旧・復興期

【震災ステージ】

集団【人数規模】個人

空き校舎の一時避難所利用

応急仮設住宅

公民館･社会

教育施設

旅館･ホテル等

公
営
住
宅
【
住
宅
管
理
課
】

民
間
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、

空
き
家
等
【
住
宅
政
策
課
】

ホームステイ
企業社宅、

保養所等【地域振興課】

【教委・総務課】

【観光振興課】

【営繕課】

【教委・財務課・学事課】【県民局】

【公営住宅課】

【教委・社会教育課】 【労政福祉課】【県民局】

災 害 対 策 支 援 本 部 事 務 局

総 括

緊急・応急対応期

健康・こころのケア【健康福祉部】、就労支援【産業労働部】など

被災者支援 被災者支援

【問い合わせ先】兵庫県企画県民部災害対策局災害対策課被災者支援参事 TEL：(078)362-9861 

-47-



- 5 -

【関西広域連合（滋賀県）】

○ 東北地方太平洋沖地震への対応について（第 21 報）

３月２８日１７時００分現在

Ⅰ 県の体制

11 日 14：46 警戒２号体制

16 日 滋賀県東北地方太平洋沖地震災害支援本部設置

Ⅱ 被災地への支援状況

１ 支援物資の提供［健康福祉政策課、医務薬務課］

□ 3月 14 日 毛布、乾パン等を福島県へ提供(協力団体：滋賀県トラック協会)

□ 3月 19 日 毛布、乾パン、医療用医薬品内服薬等を福島県へ提供(協力団体：滋賀

県トラック協会)

出発日 行き先 支援物資 協力団体

3月 24 日 福島県

福島市

・一般用医薬品内服薬6品目約4,500

個（総合感冒薬、下剤など）

・うがい薬、手指消毒薬、マスク等

4品目 約 5,000 個

(社)滋賀県薬業協

会および滋賀県製

薬工業協同組合か

ら寄附

２ 車両による支援

（１）企業庁給水車の派遣［企業庁］

支援内容 出発日 行き先 派遣内容

断水被害が生じている

地域での応急給水支援

3月 14 日 岩手県

大船渡市

・給水車(2t) 1 台

・作業員 2名

□ 23 日、現地での給水活動終了

（※ 県内からの応援給水派遣は計 6台）

（２）し尿収集車両の派遣［循環社会推進課］

支援内容 出発日 行き先 派遣内容

・22 日～26 日、大崎市の大

崎広域東部衛生センター

のし尿処理プラントに集

められたし尿を山形県酒

田市の酒田地区広域行政

事務組合のし尿処理プラ

ントに搬送（約100ｔ／日）

・被災地の情報収集用務

3月 20 日 宮城県

大崎市

滋賀県環境整備事業協同

組合

・作業員 31 名

・し尿収集車両 15 台

・作業車および支援車 5台

・滋賀県 3名

・支援車 1台

□ 26 日、現地での活動終了
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３ 応援要員の派遣

（１）関西広域連合現地連絡所職員の派遣

支援の内容 出発日 行き先 派遣内容

3月14日

～26 日
福島県 ・現地連絡所職員累計 13 名

被災地における応援項目等

の要望把握および情報収集

3月28日 福島県 ・現地連絡所職員 2名

（現在 4名体制）

※ 現地連絡所：福島県庁(自治会館)、会津若松合同庁舎

（２）避難所支援職員の派遣

支援の内容 出発日 行き先 派遣内容

3月21日 福島県 ・職員 16 名

・福島県内の避難所 6箇所

※職員輸送バスで物資を一

部搬送（防寒着、肌着、マ

スク等）

3月24日 福島県 ・職員 15 名

・福島県内の避難所 4箇所

※職員輸送バスで(社)滋賀

県薬業協会、滋賀県製薬工

業協同組合からの寄附物資

を搬送

避難所における被災者支援

3月27日 福島県 ・職員 15 名

・福島県内の避難所 4箇所

（現在 15 名体制）

（３）緊急消防援助隊の派遣

11 日 16：00 緊急消防援助隊代表消防機関（大津市消防局）に後方支援本部※を

設置

※ 後方支援本部では、県内各消防機関との連絡調整や出動部隊の活動支援を行う。

18：28 消防庁から出動指示受信

21 日 10：25 消防庁から隊数縮小指示受信

27 日 16：35 消防庁から航空部隊（滋賀県防災ヘリ）の引き揚げ（28 日 12:00）

指示受信

ア 地上部隊（17 隊、56 名）

□ 本日の活動概要

・ 第７次隊（17 隊 56 名）が、18 時 00 分に賤ヶ岳ＳＡへ集結予定。

イ 航空部隊（1隊、5名）

□ 本日の活動概要

・ 27 日の引き揚げ指示により、滋賀県に帰投。16 時 5 分に日野基地へ到着。
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（４）災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の派遣［医務薬務課］

被災県からの依頼に基づき本県から派遣要請

11 日 5 隊派遣要請

12 日 4 隊派遣要請

13 日 2 隊活動終了

14 日 7 隊活動終了 （現地での活動終了）

（５）保健師等の派遣［健康推進課］

支援の内容 行き先 現地派遣職員

被災地の救護所における、健康

相談や心のケア、衛生面の支援

等の活動

福島県 ・保健師 2名

・獣医師 1名

(第 1班)17 日～20 日 仙台市宮城野区保健福祉センターにて支援 →第 2班

(第 2班)20 日～23 日 仙台市にて支援 →第 4班

(第 3班)22 日～24 日 福島県小野町にて支援。25 日 福島県小野町、石川町、浅川

町にて支援。26 日 福島県小野町にて支援 →第 5班

(第 4班)23 日～25 日 仙台市にて支援

(第 5班)26 日 福島県小野町にて支援。27 日～28 日 福島県石川町にて支援

（６）医療救護班の派遣［医務薬務課］

支援の内容 行き先 現地派遣職員

被災地の救護所における、医療

救護活動

福島県 ・医師 2名

・看護師 2名

・理学療法士 3名

・事務職 4名

・現地連絡職員 1名

18 日～20 日 滋賀県立成人病センターが会津若松市および周辺市町にて支援

19 日～ 現地連絡県職員派遣 〔派遣先〕福島県会津若松市

21 日～23 日 済生会滋賀県病院が会津若松市および周辺市町にて支援

24 日～26 日 公立高島総合病院が会津若松市および周辺市町にて支援

26日 9時 00分 市立長浜病院が現地に向け出発

27日 9時 15分から福島県会津若松市内および会津坂下町
あ い づ ば ん げ ま ち

の各避難所にて支援（市立

長浜病院）

27日 22時 00分 生田病院が現地に向け出発

28日 9時 00分から福島県会津若松市内および会津坂下町
あ い づ ば ん げ ま ち

の各避難所にて支援（市立

長浜病院）

福島県会津若松市内の各避難所にて支援（生田病院）

（７）薬剤師ボランティアの派遣

薬剤師ボランティアの第１次支援隊を派遣（滋賀県薬剤師会）

3月 19 日～23 日 ４名（薬剤師）
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3 月 26 日～ １名（薬剤師）

派遣先 福島県薬剤師会

（８）災害支援ナース

滋賀県看護協会に登録している災害支援ナースを派遣（滋賀県看護協会）

3月 24 日～27 日 ２名（看護師）

3月 29 日～4月 1日 ４名（看護師）

派遣先 宮城県看護協会を拠点に宮城県内の医療施設、避難所等で活動

（９）管路調査職員の派遣［下水道課］

支援の内容 行き先 現地派遣職員

・3月 27 日～4月 3日、管路

施設の一次調査

宮城県

東 松 島

市

・土木技術職員 4名

（県 1名、市町 3名）

Ⅲ 災害ボランティアの受付 [健康福祉政策課]

□災害ボランティアは滋賀県社会福祉協議会で受け付けています。

なお、ガソリン不足や交通網の遮断等により活動場所が限定されています。

また、食料や水、寝袋、移動手段等は自ら準備していただく必要があります。

詳しくは、下記までお問い合わせ下さい。

□問合せ先 滋賀県社会福祉協議会 TEL；077-567-3921,3924

Ⅳ 援助物資の受付 [防災危機管理局]

□県では混乱を避けるため、個人からの援助物資の受付は行っていません。市町

および民間団体からの被災地への救援物資については、自衛隊により物資を搬

送することになりました。救援物資を提供いただける市町および民間団体は、

県庁防災危機管理局へお問合せください。なお、県庁では、お問合せいただい

た内容について、自衛隊大津駐屯地と調整し、駐屯地への搬入日時を連絡しま

す。

（問合せ先：防災危機管理局 TEL；077-528-3445）

Ⅴ 災害避難者への対応について [健康福祉政策課]

□地震により避難されてきた方へ対応するため、下記の専用窓口を設けました。

■健康福祉政策課 福祉企画・ＵＤ担当

電話番号：０７７－５２８－３５１９

対応時間：８：３０～１７：１５（平日、休日とも）

設置期間：４月１０日（日）まで
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■避難者の受入状況（3月 28 日現在）

受け入れ可能施設 受け入れ状況
月日

施設数 可能人数

避難の

相談件数 世帯数 人数

3月 18日～28日 340 3,976 人分 333 51 176

□3 月 18 日、岩手県、宮城県および福島県に対し、各 300 万円の見舞金を贈呈す

ることを決定した。

Ⅵ 災害避難者への対応について [住宅課]

□地震により避難されてきた方へ対応するため、県営住宅の無償提供を行います。

■住宅課 公営住宅担当

電話番号：０７７－５２８－４２３４

対応時間：９：００～１７：００（土・日・祝日を除く）

受付開始：３月１６日（水）から

■避難者の入居状況（3月 27 日現在）

施設 提供戸数 入居戸数

県営住宅 ３４戸 １戸

市町営住宅等(参考) ８８戸 １５戸

合 計 １２２戸 １６戸

※ 市町営住宅の申込は、各市町で受け付けています。

Ⅶ 災害避難者への対応について [教育委員会事務局学校教育課]

□地震により避難されてきた方へ対応するため、児童生徒の就学機会の確保の支

援を行います。

□問合せ先（８：３０～１７：１５（平日、休日とも））

■小・中学校に関しては…

受入れを希望する市町教育委員会にお問合せください。

滋賀県内各市町教育委員会連絡先

http://www.pref.shiga.jp/edu/sogo/koho/ma00/homepage/sityoutoiawases

aki.pdf なお、ご不明な点などがありましたら、滋賀県教育委員会にお問合せ

ください。

滋賀県教育委員会学校教育課幼小中教育指導担当

電話０７７－５２８－４５７６

■高等学校に関しては…

滋賀県教育委員会学校教育課高校教育指導担当

電話０７７－５２８－４５７３

■特別支援学校に関しては…

滋賀県教育委員会学校教育課特別支援教育室

電話０７７－５２８－４５７８
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Ⅷ 災害避難者への対応について [議会事務局総務課]

□3 月 23 日、県議会議員（全 47 議員）は、岩手県、宮城県および福島県に対し、

各 70 万円の見舞金を贈呈

○ 個人からの住宅斡旋の希望と受け入れ数について

３月２８日（月）１７時現在の状況をお知らせします。受入数と市町別内訳については、

別紙一覧表をご覧ください。

（滋賀県健康福祉部健康福祉政策課）

０７７－５２８－３５１２・３５１９
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災害避難者市町別受け入れ実績

施設数 受け入れ可能人数 世帯数 人数

滋賀県 4 44 8 36

国 1 12

個人 175 700 8 34

大津市 2 160

彦根市 3 12

長浜市 22 394

草津市 5 37

東近江市 13 651

近江八幡市 5 42

守山市 2 40

栗東市 1 37

甲賀市 2 42 4 9

野洲市 1 30 1 3

湖南市 6 135

高島市 21 88

米原市 17 249

日野町 12 345 8 22

竜王町 8 213 3 7

愛荘町 20 336 4 20

豊郷町 9 190 5 19

甲良町 8 134 1 1

多賀町 3 85 9 25

合 計 340 3,976 51 176

市町名等

受け入れ実績（累計）施設数

平成23年3月28日17:00現在
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【関西広域連合（京都府）】

１ 相談件数 ３月２８日 １３時００分 現在

（京都市への相談件数は除く）

２ 公的施設への入居状況 （参考）

人数 世帯数 人数 世帯数 人数 世帯数 人数 世帯数

311 37 274 125 35 3 2 128人 37世帯 0人 0世帯

府営住宅 132 25 107 82 24 2 1 84人 25世帯 0人 0世帯

府職員住宅等 179 12 167 43 11 1 1 44人 12世帯 0人 0世帯

福島県 － － － 105 28 3 2 108人 30世帯 0人 0世帯

宮城県 － － － 11 5 0 0 11人 5世帯 0人 0世帯

茨城県 － － － 9 2 0 0 9人 2世帯 0人 0世帯

270 57 213 210 48 30 10 240人 58世帯 8人 2世帯

200 56 144 206 47 26 9 232人 56世帯 8人 2世帯

福島県 － － － 160 35 24 184人 8人 2世帯

宮城県 － － － 42 10 2 44人 0人 0世帯

岩手県 － － － 3 1 0 3人 0人 0世帯

茨城県 － － － 1 1 0 1人 0人 0世帯

70 1 69 0 0 4 1 4人 1世帯 0人 0世帯

(4) (1) (0) (0) (4人) ######
内
訳

福島県 － － － 4 1 4 1 8人 2世帯 0人 0世帯

581 94 487 335 83 33 12 368人 95世帯 8人 2世帯

※京都市以外のうち４人は、民間住宅への入居斡旋

（参考）

170 1 169 0 0 5 1 5人 1世帯 0人 0世帯

24 0 24 0 0 0 0 0人 0世帯 0人 0世帯

775 95 680 335 83 38 13 373人 96世帯 0人 0世帯

３ 民間住宅提供申出件数・戸数（電話受付）

件 戸・室 件 戸・室 件 戸・室

61 127 1 1 62 128

29 29 2 3 31 32

38 44 2 2 40 46

28 42 1 1 29 43

156 242 6 7 162 249

【問い合わせ先】

平 成 ２３ 年 ３ 月 ２８ 日
関西広域連合広域防災局（京都府）
（ 京都府災害支援対策本部 ）

○ 東北地方太平洋沖地震等に係る「支援対策総合相談窓口」の状況

～3月27日

436件

3月28日

内
訳

内
訳

計

相 談 件 数 （ 件 ）

現在入
居
住宅数

京 都 府 計

計

京 都 市 内

乙 訓 ・ 南 丹 地 域

山 城 地 域

京都府災害支援対策本部（支援対策総合相談窓口）

区 分

府＋市町村計

現在までに
退去した人

入居実績
残住宅
数

受入可
能住宅
数

京都市

中 丹 ・ 丹 後 地 域

市町村計

総 合 計

461件

～３月２７日 ３月２８日 合計

25件

UR 都 市 機 構

国 家 公 務 員 宿 舎

京都市以外

ＴＥＬ；０７５－４１４－５９３０
（府営住宅）京都府建設交通部住宅課
ＴＥＬ；０７５－４１４－５３６６

※

調
査
中

調
査
中
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○「京都シャトルバス」の到着について

本日、東北地方太平洋沖地震による福島県内の被災者のうち、京都府・関西への避難を

希望される方が京都府庁に到着されますので、お知らせします。

記

１ 到着予定者

福島県からの避難者４世帯９名（３次）

※ 府職員現地派遣（第３陣）及びボランティア先遣隊２名同乗

２ 到着予定日時

平成２３年３月２８日（月）午後８時前後

※ 交通事情等により、時間は前後することがあります。

３ 到着場所

京都府庁２号館前

※ 府庁東門から入構予定

４ 受入先

京都府職員福利厚生センターで問診後、市内宿泊所に案内予定

【取材に当たってのお願い】

別添のとおり
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○ ３月２８日に京都へ到着される避難者

１ 郡山市在住 ３５歳 女性

６歳 男児 自宅から

４歳 男児

２歳 男児

（大阪府交野市在住の母親等が、府庁へ迎えに来られる）

２ 郡山市在住 ２１歳 女性 「郡山市総合福祉センター」避難所から

３ 富岡町在住 ３１歳 男性

２５歳 女性 「ビッグパレットふくしま」避難所から

３歳 女児

４ 双葉町在住 ２８歳 女性 親戚宅（郡山市内）から

計 ４世帯９名

-58-



※ 到着予定時間 ２０：００前後
東門から入庁し、２号館前に停車します。

１ 撮影は、2号館１階玄関付近のみでお願いします。

２ 避難者の方が取材に応じられるようであれば、2号館１階で行います。

到着後、問診等がありますので、短時間での取材にご協力お願いします。

東門

北門

取材に当たってのお願い
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○ 福島県に派遣された「医療救護班」及び「保健師」の支援活動報告について

現在、京都府から福島県に「医療救護班」及び「保健師」の派遣を続けておりますが、

被災地での避難場所における状況やニーズ等について、帰任した医師・保健師から京都府

知事に対する報告を行いますので、お知らせします。

記

１．日時・場所

平成２３年３月２９日（火）１４時～（於：１号館３階知事応接室）

２．報告者

依田 純三（よだ じゅんぞう）医師（京都府医師会代議員会議長、社団法人伏見医

師会会長）

医療支援のため医療救護班として３／２２～３／２４まで福島県で活動

辻村 美春（つじむら みはる）保健師（山城北保健所副室長）

健康相談活動等のため３／１９～３／２４まで福島県で活動

３．報告内容

・災害現場における医療活動の状況

・避難所での健康相談活動の状況 等

４．その他

・医療救護班派遣

３月１８日に京都を出発、京都府与謝の海病院、京都府医師会、日赤京都府支部に

おいて医師・看護師チームを編成し、福島県会津地域の避難施設において活動中

・保健師派遣

３月１５日に京都を出発、３名１班でチームを編成し、福島県会津若松市の避難施

設において活動中
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○ 京都銀行からの義援金について

３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震により被害を受けた被災者に対し、京都銀

行から義援金の申し出があり、下記のとおり受領しますのでお知らせします。

記

１ 日時等

日 時：３月２９日（火）午前１０時１５分から

場 所：知事応接室（１号館３階）

２ 訪問者

京都銀行 代表取締役頭取 髙﨑 秀夫氏

３ 受取者

知事

４ その他

京都府が受け入れた義援金については、日本赤十字社に全額を送金し、日本赤十字社

を通じて被災者に配分されます。
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○ 被災地への支援物資の仕分け・発送ボランティアの募集について

京都災害ボランティア支援センターでは、府民の皆さまからお寄せいただいた支援物資

を被災地に届けるため、別添のとおり物資の仕分けや発送作業などをお手伝いいただくボ

ランティアを募集されますので、お知らせします。

担当：福祉・援護課

地域福祉・福祉のまち推進担当

電話：075-414-4622（青木）

075-414-4551（入口）
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【別 添】

京都災害ボランティア支援センターからのお知らせ

京都災害ボランティア支援センターでは、京都府が実施する支援物資の募集に際し、物資

の仕分けなどをお手伝いいただけるボランティアを募集します。

■活動日 ：平成 23 年 4 月 1 日（金）・2日（土）・3日（日）・4日（月）

■活動時間：各日 9:00～17:00

■活動場所：向日町競輪場 選手管理センター（向日市寺戸町西ノ段５番地）

■募集人員： 平成 23 年 4 月 1 日・4日／各日 10 人程度

4月 2日・3日／各日 50 人

■ 申 込 方 法 ： 京 都 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 支 援 セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.saigai-v.com）から申込用紙をダウンロードしていただくか、

別紙申込用紙に記入していただき、FAX 又は E-mail にてお申し込みください。

※電話でのお申し込みは受け付けておりません。ご了承ください。

※活動していただくことになった方には、詳細を追ってご連絡いたします。

＜申込先＞

京都災害ボランティア支援センター

FAX：075-741-6006 E-mail：kyoto.saigai.v@gmail.com

■注意事項：

・昼食、交通費は各自ご負担ください。

・駐車スペースはありませんので、公共交通機関をご利用ください。

・ボランティア保険に入っていない方は当日ご加入いただきます。

300 円をご負担いただくことになりますのであらかじめご了承ください。

京都災害ボランティア支援センター

【住 所】 京都市下京区東洞院通七条下る東塩小路町６７６－１３メルパルク京都１階

【開所時間】 １１時～２０時 休館日：毎週水曜日（祝日の場合は開館）

ただし、３０日は開館

【電話番号】 075-741-6001（代表）

【FAX 番号 】 075-741-6006

【メールアドレス】kyoto.saigai.v@gmail.com

【URL】http://www.saigai-v.com
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【関西広域連合（大阪府）】

○ 「東北地方太平洋沖地震」にかかる大阪府の支援状況等について

平 成 23 年 3 月 28 日 14 時 00 分 現 在

大阪府災害等支援対策本部（大阪府危機管理室）

府の支援状況

【新着情報】

○受入れ支援

25 日：就職支援をスタート

→被災者生活相談窓口で、就職に関するご相談に対応

サポートネットOSAKAで、就職に関する相談とハローワークによる職業紹介

JOBプラザOSAKAで、企業から被災者向け求人の申出を受付け、被災者にあっせん

大阪労働局と連携し、府内各ハローワークで大阪府の支援情報を提供

（別紙「5 大阪府の受入れ支援」参照）

（問い合わせ先：商工労働部雇用推進室労政課企画Ｇ(2814)）

【現在の状況】

１ 大阪府の被災地支援（人的支援:府職員）

２ 大阪府の被災地支援（人的支援:関係機関職員）

３ 大阪府の被災地支援（人的支援:市町村職員）（府要請分） 別紙のとおり

４ 大阪府の被災地支援（物的支援：府）

５ 大阪府の受入れ支援

６ 府民の皆様へのお知らせ

※ 次回の報道提供は、３月２９日（火）１４時の予定です。

なお、状況に特段の変化があれば、随時、報道提供いたします。
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市
町

村
役

場
支

援
連
絡
調
整

2
人

6
人
日

3
月

2
6
日
～
3
月
3
1
日

2
人

岩
手
県
内

市
町
村

府
内
市
町
村
職
員
が
岩
手
県

内
の

市
町

村
役

場
で
支
援
す
る
た
め
の
連
絡
調

整
員

危
機

管
理

室
消

防
防

災
課

津
田

参
事

(
4
8
8
0
)

別
途

、
市

町
村

職
員

を
派

遣
3
(
市

町
村

職
員

)
参

照

健
康

対
策

等
連

絡
調

整
2
人

1
3
人
日

3
月

1
9
日
～
3
月
2
5
日

1
人

3
月

2
4
日
～
3
月
2
8
日

1
人

3
月

2
8
日
～
3
月
3
1
日

1
人

岩
手
県
内

健
康
対
策
等
の
現
地
連
絡

員
健

康
医

療
部

健
康

医
療

総
務

課
総

務
企

画
Ｇ

(
7
6
2
4
)

0
人

7
0
人
日

3
月

1
5
日
～
3
月
1
9
日

6
人

3
月

1
8
日
～
3
月
2
2
日

4
人

3
月

2
1
日
～
3
月
2
5
日

4
人

宮
城
県
内

避
難
所
で
の
健
康
対
策
・

衛
生

対
策

健
康

医
療

部
保

健
医

療
室

地
域

保
健

感
染

症
課

保
健

所
Ｇ

(
2
5
2
3
)

職
種

：
保

健
師

、
事

務
等

8
人

3
2
人
日

3
月
2
4
日
～
3
月
2
8
日

4
人

3
月

2
7
日
～
3
月
3
1
日

4
人

3
月

2
8
日
～
4
月
1
日

4
人

岩
手
県
内

避
難
所
で
の
健
康
対
策
・
衛

生
対

策
健

康
医

療
部

保
健

医
療

室
地

域
保

健
感

染
症

課
保

健
所

Ｇ
(
2
5
2
3
)

職
種

：
医

師
、

保
健

師
、

事
務

等

診
療

放
射

線
技

師
6
人

6
8
人
日

3
月

1
9
日
～
3
月
2
3
日

4
人

3
月

2
1
日
～
3
月
2
5
日

3
人

3
月

2
3
日
～
3
月
2
7
日

3
人

3
月

2
5
日
～
3
月
2
9
日

3
人

3
月

2
7
日
～
3
月
3
1
日

3
人

福
島
県
内

避
難
所
で
の
健
康
対
策
・

衛
生

対
策

放
射

線
被

ば
く
量
測
定
及
び
相
談
等

健
康

医
療

部
保

健
医

療
室

地
域

保
健

感
染

症
課

保
健

所
Ｇ

(
2
5
2
3
)

職
種

：
放

射
線

技
師

、
事

務
等

医
療

救
護

活
動

（
府

立
病

院
機

構
）

1
4
人

5
3
人
日

3
月

2
3
日
～
3
月
2
4
日

2
人

3
月

2
4
日
～
3
月
2
8
日

7
人

3
月

2
7
日
～
3
月
3
1
日

7
人

岩
手
県
内

避
難
所
で
の
被
災
者
に
対

す
る

医
療

救
護

活
動

健
康

医
療

部
保

健
医

療
室

医
療

対
策

課
病

院
事

業
Ｇ

(
2
5
0
1
・

2
5
0
2
)

職
種
：

（
府

立
病

院
機

構
）

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
理

学
療

法
士

等
（
府

職
員
）

事
務

こ
こ

ろ
の

ケ
ア

1
0
人

4
0
人
日

3
月

2
3
日
～
3
月
2
8
日

5
人

3
月

2
7
日
～
3
月
3
1
日

5
人

岩
手
県
内

被
災
者
に
対
す
る
こ
こ
ろ

の
ケ

ア
健

康
医

療
部

保
健

医
療

室
地

域
保

健
感

染
症

課
精

神
保

健
Ｇ

(
2
5
2
6
･
2
5
8
7
)

職
種

：
医

師
、

看
護

師
、

ｹ
ｰ
ｽ
ﾜ
ｰ
ｶ
ｰ
、

事
務

等

要
員

、
物

資
搬

送
0
人

3
2
人
日

3
月

1
3
日
～
3
月
1
6
日

8
人
(
総
務
・
健
医
)

岩
手
県
内

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
送
迎
及
び

物
資

搬
送

健
康

医
療

部
保

健
医

療
室

医
療

対
策

課
救

急
・

災
害

医
療

Ｇ
(
4
5
3
1
・

2
5
3
7
)

庁
舎

管
理

課
及

び
水

道
部

の
協

力
有

応
急

仮
設

住
宅

建
設

3
人

3
6
人
日

3
月

1
7
日
～
4
月
3
0
日

3
人
(
２
週
交
代
)

岩
手
県
内

応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
応

援
住

宅
ま

ち
づ

く
り

部
住

宅
ま

ち
づ

く
り

総
務

課
予

算
Ｇ

(
3
0
1
6
)

職
種

：
建

築
職

要
請

元
：

国
土

交
通

省

災
害

対
策

住
宅

へ
の

入
居
斡
旋

業
務

3
人

1
8
人
日

3
月

2
3
日
～
4
月
3
0
日

3
人
(
２
週
交
代
)

岩
手
県
内

災
害
対
策
住
宅
（
公
営
・

民
間

）
へ

の
入

居
斡

旋
に
関
す
る
業
務
応
援

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

住
宅

ま
ち

づ
く

り
総

務
課

予
算

Ｇ
(
3
0
1
6
)

要
請

元
：

国
土

交
通

省

給
水

支
援

0
人

1
7
6
人
日

3
月

1
2
日
～
3
月
1
6
日

1
1
人

3
月

1
4
日
～
3
月
1
8
日

1
1
人

3
月

1
7
日
～
3
月
2
2
日

1
1
人

宮
城
県
栗

原
市
、
岩

手
県
内

市
内
各
所
で
給
水
活
動
実
施

応
援
車
両
：
給
水
車
3
台

、
備

蓄
水

ト
ラ

ッ
ク

１
台
な
ど

水
道

部
事

業
管

理
室

調
整

課
企

画
調

整
Ｇ

(
3
2
3
1
)

宮
城

県
栗

原
市

：
3
月

1
2
日

～
1
6
日

岩
手

県
内

：
3
月

1
7
日

～

下
水

道
業

務
支

援
4
人

1
2
人
日

3
月

2
5
日
～
4
月
1
日

2
人

3
月

2
7
日
～
4
月
3
日

2
人

宮
城
県
栗

原
市
周
辺

下
水
管
路
の
調
査

都
市

整
備

部
下

水
道

室
事

業
課

建
設

Ｇ
（

3
9
5
5
）

要
請

元
：

国
土

交
通
省
・
宮

城
県

別
途
、
池
田
市
職
員
も
派
遣

6
8
人

7
6
0
人
日

上
下

水
道
関

係

健
康

相
談

活
動

等

計

1
大

阪
府

の
被

災
地

支
援

（
人

的
支

援
:
府

職
員

）

住
宅

関
係

健
康

医
療
関

係

支
援

項
目

総
合
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平
成

2
3
年

3
月

2
8
日

1
0
時

確
認

現
在
の
派

遣
人
数

派
遣
期
間

派
遣
先

支
援

内
容

問
い

合
わ

せ
先

備
考

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

（
災

害
派
遣
医
療

チ
ー

ム
）

0
人

3
月
1
2
日

～
3
月
2
2
日

計
2
0
隊

茨
城
県
・

岩
手
県
・

宮
城
県

医
師
、
看
護
師
等
に
よ
る
病
院
支
援

、
Ｓ

Ｃ
Ｕ

活
動
（
Ｓ
Ｃ
Ｕ
＝
広
域
搬
送
拠
点
臨
時
医

療
施

設
）

健
康

医
療

部
保

健
医

療
室

医
療

対
策

課
救

急
・

災
害

医
療

Ｇ
(
4
5
3
1
･

2
5
3
3
)

職
種

：
医

師
、

看
護

師
等

要
請

元
：

厚
生

労
働

省

仮
診

療
所

1
3
人

3
月
1
1
日

～
3
月
1
5
日

1
5
人

3
月
1
5
日

～
3
月
1
9
日

1
2
人

3
月
1
9
日

～
3
月
2
3
日

1
3
人

3
月
2
3
日

～
3
月
2
7
日

1
3
人

3
月
2
7
日

～
3
月
3
1
日

1
3
人

福
島
県

宮
城
県
庁
前
で
ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
（
仮
設
診
療

所
）

の
設

置
、
診
療

日
本

赤
十

字
社

大
阪

府
支

部
事

業
課

(
0
6
-
6
9
4
3
-
0
7
4
3
)

職
種

：
医

師
、

看
護

師
等

ド
ク

タ
ー

ヘ
リ

0
人

3
月
1
2
日

～
3
月
1
5
日

5
人

福
島
県
・

山
形
県
等

重
篤
患
者
の
施
設
間
搬
送

健
康

医
療

部
保

健
医

療
室

医
療

対
策

課
救

急
・

災
害

医
療

Ｇ
(
4
5
3
1
･

2
5
3
3
)

職
種

：
医

師
、

看
護

師
等

要
請

元
：

厚
生

労
働

省

医
療

従
事

者
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

0
人

登
録
受
付
人
数
(
1
8
人
)

全
域

被
災
地
へ
医
療
従
事
者
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

と
し

て
派
遣

健
康

医
療

部
保

健
医

療
室

医
事

看
護

課
医

療
施

設
Ｇ

(
2
5
2
0
･
2
5
3
5
)

職
種

：
医

師
、

看
護

師
等

要
請

元
：

厚
生

労
働

省

1
3
人

現
在
の
派

遣
人
数

派
遣
先

広
域

緊
急

援
助

隊
約
1
2
0
人

岩
手
県
・
宮
城
県

被
災

地
支

援
部

隊
約
3
0
人

福
島
県

ヘ
リ

に
よ

る
支

援
5
人

福
島
県

緊
急

消
防

援
助

隊
2
4
人

岩
手
県
釜
石
市

緊
急

消
防

援
助

隊
6
人

福
島
県

支
援

項
目

大
阪

府
警

消
防

計

支
援

項
目

２
大

阪
府

の
被

災
地

支
援

（
人

的
支

援
：

関
係

機
関

職
員

）

医
療

援
助
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平
成

2
3
年

3
月

2
8
日

1
0
時

確
認

現
在
の
派

遣
人
数

延
べ
派
遣

人
日
数

派
遣
期
間

派
遣
先

支
援

内
容

問
い

合
わ

せ
先

備
考

大
槌

町
派

遣
チ

ー
ム

1
0
人

3
0
人
日

3
月
2
6
日
～
3
月
3
1
日

1
0
人

岩
手
県
大
槌
町

総
務
班
、

食
料
物
資
班

、
避
難
所

対
応

班
、
救
護
班
、
埋
火
葬
受
付
班
、

遺
体

収
容
班
の
６
班
に
分
か
れ
て
、
町

業
務

に
従
事
。

危
機

管
理

室
消

防
防

災
課

津
田

参
事

(
4
8
8
0
)

豊
中

市
①

、
吹

田
市

②
、

茨
木

市
①

、
箕

面
市

②
、

岸
和

田
市

②
、

守
口

市
②

陸
前

高
田

市
派

遣
チ
ー
ム

1
0
人

3
0
人
日

3
月
2
6
日
～
3
月
3
1
日

1
0
人

岩
手
県
陸
前
高

田
市

総
務
班
、
食
料
物
資
班
、
避
難
所

対
応

班
、
救
護
班
、
埋
火
葬
受
付
班
、

遺
体

収
容
班
の
６
班
に
分
か
れ
て
、
町

業
務

に
従
事
。

危
機

管
理

室
消

防
防

災
課

津
田

参
事

(
4
8
8
0
)

四
條

畷
市

①
、

交
野

市
②

、
八

尾
市

①
、

柏
原

市
②

、
東

大
阪

市
①

、
阪

南
市

②
、

島
本

町
①

宮
城
県
内

の
市
町
村

支
援

下
水

道
業

務
支

援
2
人

4
人
日

3
月
2
7
日
～
4
月
3
日

2
人

宮
城
県
栗
原
市

周
辺

下
水
管
路
の
調
査

都
市

整
備

部
下

水
道

室
事

業
課

建
設

Ｇ
（

3
9
5
5
）

池
田

市
②

2
2
人

6
4
人
日

３
大

阪
府

の
被

災
地

支
援

（
人

的
支

援
：

市
町

村
職

員
）

（
府

要
請

分
）

支
援

項
目

岩
手
県

内
の
市

町
村
支

援
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支
援
先

問
い
合
わ
せ
先

備
考

食
料

品

3
月
1
3
日
：
ア
ル
フ
ァ
化
米

3
0
,
0
0
0
食

3
月
1
4
日
：
即
席
麺

2
0
,
0
0
0
食

3
月
1
5
日
：
即
席
麺

1
5
,
0
0
0
食

3
月
1
9
日
：
即
席
麺

2
,
1
6
6
食

岩
手
県

3
月
1
3
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
8
8
8
本

災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
1
0
,
0
0
0
本

3
月
1
4
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
2
4
,
0
0
0
本

3
月
1
5
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
2
4
,
0
0
0
本

災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
1
0
,
0
0
0
本

3
月
1
7
日
：
非
常
用
飲
料
給
水
袋

1
,
0
0
0
袋

3
月
1
9
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
2
0
,
0
0
0
本

3
月
2
0
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
5
4
,
0
0
0
本

3
月
2
1
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
2
4
,
0
0
0
本

3
月
2
2
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
1
6
,
0
0
0
本

3
月
2
3
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
1
3
,
0
0
0
本

岩
手
県

3
月
1
2
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
4
,
0
0
0
本

非
常
用
飲
料
給
水
袋
4
,
0
0
0
枚

3
月

1
4
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
3
,
0
0
0
本

非
常
用
飲
料
給
水
袋
7
,
0
0
0
枚

宮
城
県

栗
原
市

衣
料

品
3
月

1
5
日
：
大
人
男
性
用
下
着

L
*
1
0
箱
,
L
L
*
2
箱

岩
手
県

3
月
1
4
日
：
毛
布

3
,
0
0
0
枚

3
月

1
5
日
：
毛
布

1
,
3
2
0
枚

3
月

1
9
日
：
毛
布

6
9
9
枚

岩
手
県

3
月
1
5
日
：
毛
布

1
0
,
0
0
0
枚

宮
城
県

3
月
2
3
日

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬

（
タ
ミ

フ
ル
・
リ
レ
ン
ザ
）

全
域

3
月
2
6
日

避
難
所
要
日
常
医
薬
品

2
0
0
個

岩
手
県

別
途
1
,
0
0
0
個

確
保

済
み

順
次
発
送

予
定

そ
の

他
の

物
品

3
月
1
4
日
：
紙
お
む
つ

1
0
,
0
0
0
枚

生
理
用
品

2
0
,
0
0
0
枚

3
月

1
7
日
：
納
体
袋

2
,
3
0
0
枚

3
月
1
8
日
：
マ
ス
ク

5
0
万
枚

3
月
1
9
日
：
マ
ス
ク

2
2
万
枚

紙
お
む
つ

1
1
,
4
5
5
枚

生
理
用
品

9
,
9
0
0
枚

カ
イ
ロ

1
2
,
0
0
0
個

消
毒
液

2
5
0
本

3
月

2
2
日
：
ポ
ン
プ

1
,
0
8
0
個

ポ
リ
タ
ン
ク

1
,
0
0
0
個

岩
手
県

４
大

阪
府

の
被

災
地

支
援

（
物

的
支

援
：

府
）

寝
具

飲
料

水
等

支
援

内
容

災
害
等
支
援
対
策
本
部
被
災
地

支
援
班
(
4
1
1
3
･
4
1
1
4
)

医
薬

品
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対
象

者
現
在
の
受
入

者
数

延
べ
受
入

者
数

問
い
合
わ
せ
先

備
考

一
時
避
難
所
の
設
置

大
阪
府
内
に
避
難
し
て
こ
ら
れ
た

被
災

者
の

方
々
に
公
営
住
宅
等
に
入
居
す
る

ま
で

の
間

な
ど
、
一
時
的
に
避
難
生
活
を
送
っ
て

い
た

だ
く

府
営

住
宅

等
へ

の
入

居
を

希
望

す
る

被
災

者
等

3
人

1
4
人

災
害
等
支
援
対
策
本
部
被
災
者

受
入
班
(
4
1
2
5
･
4
1
2
6
)

市
町
村
の
一
時
避
難

所
の
設
置

大
阪
府
内
に
避
難
し
て
こ
ら
れ
た
被

災
者

の
方
々
に
公
営
住
宅
等
に
入
居
す
る

ま
で

の
間

な
ど
、
一
時
的
に
避
難
生
活
を
送
っ
て

い
た

だ
く

0
人

0
人

災
害
等
支
援
対
策
本
部
被
災
者

受
入
班
(
4
1
2
5
･
4
1
2
6
)

対
象

者
入
居
決
定
戸

数
入
居
戸
数

問
い
合
わ
せ
先

備
考

被
災

者
の

方
（

福
島

原
子

力
発

電
所

の
事

故
に

伴
い

避
難

指
示

を
講

じ
ら

れ
た

方
を

含
む

）
当

面
4
5
0
戸

最
大

2
,
0
0
0
戸

3
8
戸

3
3
戸

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

住
宅
経

営
室
経
営
管
理
課

支
援
チ
ー

ム
(
6
3
0
7
)

被
災

者
の

方
（

福
島

原
子

力
発

電
所

の
事

故
に

伴
い

避
難

指
示

を
講

じ
ら

れ
た

方
を

含
む

）
当

面
2
5
戸

最
大

1
0
0
戸

0
戸

0
戸

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

住
宅
経

営
室
経
営
管
理
課

支
援
チ
ー

ム
(
6
3
0
7
)

当
面

1
3
8
戸

最
大

2
2
4
戸

1
5
戸

1
0
戸

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

居
住
企

画
課

公
営
指
導
G
(
3
0
3
6
)

決
定
戸
数
に

は
内
定
含
む

当
面

＿
最

大
5
0
0
戸

1
1
8
戸

1
0
戸

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

居
住
企

画
課

公
営
指
導
G
(
3
0
3
6
)

決
定
戸
数
に

は
内
定
含
む

当
面

3
0
戸

最
大

1
8
0
戸

2
0
戸

2
0
戸

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

居
住
企

画
課

公
営
指
導
G
(
3
0
3
6
)

社
会
福
祉

施
設

被
災

に
よ

り
府

内
の

社
会

福
祉

施
設

へ
の

入
所

が
必

要
と

な
る

方
0
戸

0
戸

福
祉
部
福
祉
総
務
課
総
務
･
企
画

Ｇ
(
2
4
1
3
)

←
訂
正

1
9
1
戸

7
3
戸

←
訂
正

問
い
合
わ
せ
先

備
考

生
活

被
災
者
生
活
相
談
窓

口
の
設
置

災
害
等
支
援
対
策
本
部
被
災
者

受
入
班
(
4
1
2
5
･
4
1
2
6
)

税
府
税
の
申
告
・

納
付

等
総
務
部
税
務
室
税
政
課
改
革
推

進
Ｇ
(
2
1
7
5
･
2
1
7
6
)

中
小
企
業

相
談

特
別
相
談
窓
口
の
開

設
商
工
労
働
部
商
工
労
働
総
務
課

企
画
Ｇ
(
2
6
1
7
･
2
6
1
8
)

教
育
委
員
会
高
等
学
校
課
学
事

Ｇ
(
3
4
2
0
･
3
4
2
1
)

教
育
委
員
会
高
等
学
校
課
学
事

Ｇ
(
3
4
2
0
･
3
4
2
1
)

府
民
文
化
部
私
学
･
大
学
課
小
中

高
振
興
Ｇ
(
4
8
5
6
･
4
8
5
7
)

教
育
委
員
会
財
務
課
歳
入
Ｇ

(
3
9
2
2
･
3
9
2
6
)

就
職

就
職
支
援
窓
口
の

設
置

商
工
労
働
部
雇
用
推
進
室
労
政

課
企
画
Ｇ
(
2
8
1
4
)

一
時
避
難

府
営
住
宅
で
の
受
け
入
れ

※
府
営
住
宅
の
入
居
に
関
す
る
相
談
（
電
話
：
0
6
-
6
2
1
0
-
9
7
7
9
）

土
・
日
・
祝
は
、
「
府
民
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
」

#
8
0
0
1
ま
た

は
0
6
-
6
9
1
0
-
8
0
0
1

府
住
宅
供
給
公
社
賃
貸
住
宅
で
の
受
け
入
れ

被
災

さ
れ

た
中

小
企

業
等

市
町
営
住
宅
で
の
受
け
入
れ
（
大
阪
市
、
堺
市
を
除
く
）

大
阪
市
営
住
宅
で
の
受
け
入
れ

対
象
者

被
災

者
の

方
等

社
会
福
祉
施
設
へ
の
受
入
れ

被
災

各
県

等
か

ら
の

依
頼

に
応

じ
て

、
個

別
に

対
応

・
調

整

被
災

者
の

方
等

支
援

内
容

公
立
高
等
学
校
入
学
検
定
料
及
び

入
学

料
を

免
除

特
別
相
談
窓
口

：
緊
急
経
営
支
援
ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫ
ﾒ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
（

府
商

工
労

働
部

経
営

支
援

課
）

、
府

信
用
保
証
協
会
、
府
内
商
工
会
・

商
工

会
議

所
、

府
中

小
企

業
団

体
中

央
会

、
府

商
工

会
連

合
会

被
災

に
よ

り
大

阪
府

内
に

転
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

在
籍

校
に

通
え

な
い

状
況

と
な
っ
た
生
徒

公
立
高
等
学
校
後
期
入
学
者
選
抜

被
災

地
の

高
等

学
校

等
か

ら
大
阪
府
立
高
等
学
校
に
新
・
転

入
学

を
す

る
生

徒

５
大

阪
府

の
受

入
れ

支
援

住
宅

箇
所

数
支

援
内

容

1
か

所
(
府

庁
新

別
館

南
館
1
0
階
)

支
援

内
容

受
入

数

堺
市
営
住
宅
で
の
受
け
入
れ

計

就
職
に
関
す
る
相
談
、
情
報
提
供
、

職
業

紹
介

（
サ

ポ
ー

ト
ネ

ッ
ト

Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ

Ａ
）

被
災
者
向
け
求
人
の
受
付
、
あ
っ
せ

ん
（

Ｊ
Ｏ

Ｂ
プ

ラ
ザ

Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ

Ａ
）

被
災

者
の

方
等

高
等
学
校
へ
の
転
入
学
等

様
々
な
生
活
上

の
相
談
に
応
じ
る

開
設
時
間
：

平
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で

開
設
場
所
：

（
１
）
咲
洲
庁
舎
2
6
階
住
宅
経
営
室

内
（

電
話

：
0
6
-
6
2
1
0
-
9
2
9
0
）

（
２
）
大
手
前
庁
舎
新
分
館
２
号

館
建

築
振

興
課

内
（

電
話

：
0
6
-
6
9
4
4
-
6
6
9
0
）

府
税
に
関
す
る
申
告
・
納
付
等
の

期
限

延
長

、
減

免
等

教
育

被
災

に
よ

り
学

力
検

査
等

を
受
検
で
き
な
か
っ
た
受
検
者

高
等
学
校
へ
の
受
け

入
れ
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内
容

調
査
（
検
査
）
状
況

現
在

の
状

況
問

い
合

わ
せ

先
備

考

放
射

線
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

文
部
科
学
省
の
委
託
に
よ
り
、
常

時
、

大
気

中
の
空
間
放
射
線
量
率
の
測
定
を
実

施
し

て
い

ま
す
。

福
島

県
に

お
け

る
原

子
力

発
電

所
事

故
後

も
府

内
に

お
け

る
空

間
放

射
線

量
率

は
通

常
の

値
で

推
移

し
て

お
り

、
異

常
な

値
は

計
測

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

・
平

成
2
3
年

3
月

2
7
日

午
後

9
時

時
点

0
.
0
4
2
μ

S
v
/
h
（

マ
イ

ク
ロ

シ
ー

ベ
ル

ト
毎

時
）

・
平

成
2
3
年

3
月

2
8
日

午
前

9
時

時
点

0
.
0
4
3
μ

S
v
/
h

（
平

成
2
1
年

度
測

定
値

：
0
.
0
4
（

最
低

値
）

～
0
.
0
6
3
（

最
高

値
）

、
0
.
0
4
3
（

平
均

値
）

μ
S
v
/
h
）

※
本

デ
ー

タ
は

、
1
μ

G
y
/
h
（

マ
イ

ク
ロ

グ
レ

イ
毎

時
）

=
1
μ

S
v
/
h
（

マ
イ

ク
ロ

シ
ー

ベ
ル

ト
毎

時
）

と
換

算
し

て
算

出
。

（
詳

し
く

は
、

大
阪

府
立

公
衆

衛
生

研
究

所
Ｈ

Ｐ
参

照
）

上
水

（
蛇

口
水

）
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

上
水
（
蛇
口
水
）
に
つ
い
て
、
毎
日

、
水

道
蛇
口
か
ら
採
取
し
、
分
析
調
査
を

行
い

っ
て

い
ま
す
。

現
在

の
と

こ
ろ

、
上

水
（

蛇
口

水
）

か
ら

、
放

射
性

物
質

（
ヨ

ウ
素

、
セ

シ
ウ

ム
）

は
検

出
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。

定
時

降
下

物
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

定
時
降
下
物
（
雨
水
、
粉
じ
ん
等
）

に
つ

い
て
、
毎
日
2
4
時
間
、
降
水
採
取
装

置
に

よ
り

採
取
し
、
分
析
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

現
在

の
と

こ
ろ

、
定

時
降

下
物

（
雨

、
粉

じ
ん

等
）

か
ら

、
放

射
性

物
質

（
ヨ

ウ
素

、
セ

シ
ウ

ム
）

は
検

出
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。

食
品

食
品

の
安

全
性

確
保

福
島
県
等
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
や
原
乳
か
ら
、
規
制
値
を
上
回
る
放
射
性
物
質

が
検
出
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、
国
は

次
の
食
品
に
つ
い
て
出
荷
制
限
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

◆
出
荷
制
限

（
３
月
２
５
日
９
時

現
在
）

・
福
島
県
；
原
乳
、
非
結
球
性
葉
菜
類
・
結
球
性
葉
菜
類
・
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
花

蕾
類
・
カ
ブ
(
＊
)

＊
例

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
か
き
菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
小
松
菜
、
茎
立
菜
（
く
き
た

ち
な
）
、

信
夫
冬
菜
（
し
の
ぶ
ふ
ゆ
な
）
、
山
東
菜
（
さ
ん
と
う
な
）
、
ち
じ
れ
菜
、

ア
ブ
ラ
ナ
、
紅
菜
苔
（
こ
う
さ
い
た
い
）
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
カ
ブ
、

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

な
ど

・
茨
城
県
；
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
か
き
菜
、
原
乳
、
パ
セ
リ

・
栃
木
県
；
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
か
き
菜

・
群
馬
県
；
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
か
き

菜

本
府
に
お
い
て
は
、
出
荷
制
限
さ
れ

た
農

産
物

が
府
内
で
販
売
さ
れ
な
い
よ
う
、

3
月

2
4
日

よ
り
保
健
所
等
の
食
品
衛
生
監
視
員

に
よ

る
監

視
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表

し
て

い
ま

す
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
s
a
k
a
.
j
p
/
s
h
o
k
u
h
i
n
/
s
h

i
n
n
t
y
a
k
u
/
h
o
s
y
a
s
e
n
.
h
t
m
l

3
月

2
4
日

～
2
5
日

ま
で

に
中

央
卸

売
市

場
を

は
じ

め
、

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
、

小
売

店
の

青
果

販
売

店
な

ど
１

３
８

７
件

の
立

入
調

査
を

実
施

。

８
施

設
に

お
い

て
、

群
馬

県
産

ホ
ウ

レ
ン

ソ
ウ

、
茨

城
県

産
ホ

ウ
レ

ン
ソ

ウ
を

確
認

し
た

た
。

現
在

、
店

頭
撤

去
は

完
了

し
、

今
後

の
販

売
に

つ
い

て
も

自
粛

を
指

示
し

た
。

な
お

、
流

通
調

査
の

結
果

、
６

施
設

に
つ

い
て

は
、

出
荷

制
限

以
前

に
出

荷
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
そ

の
他

２
施

設
に

つ
い

て
は

、
現

在
調

査
中

。

こ
れ

ら
の

食
品

を
摂

取
し

て
も

、
直

ち
に

健
康

に
悪

影
響

が
生

じ
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

健
康

医
療

部
食

の
安

全
推

進
課

安
全

推
進

Ｇ
（

2
5
6
3
、

2
5
6
7
）

６
府

民
の

皆
様

へ
の

お
知

ら
せ

項
目

環
境

放
射

能
測

定

放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
は
大
阪
府
立
公
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- 23 -

【関西広域連合（和歌山県）】

○ 平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震に対する支援状況等について（第 17 報）

【平成 23 年 3 月 28 日 17 時 30 分現在】

和歌山県の支援状況

【新着情報】

人的支援

・看護師の派遣（第 4班） 3月 28 日～4月 2日 3月 28 日現地到着、午後に活動開始

和歌山市保健師２人、和歌山市事務職員２人

・こころのケアチームの派遣 3月 28 日 12 時 岩手県釜石保健所に到着

その他支援

3月 29 日 白浜町から、給水に携わる職員２人が岩手県大船渡市に出発予定

今後、県内市町村で順次交代しながら給水活動していく予定

・災害義援金 3月 28 日 15 時現在 99，407，996 円

【現在の状況】

１ 被災地支援（人的支援）

２ 被災地支援（物的支援）

３ 被災地支援（住宅の提供）

４ 被災地支援（放射能の影響に関する健康相談窓口等）

５ 被災地支援（市町村の支援状況）

６ 被災地支援（その他の支援）
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現在の派遣人
員

派遣期間 派遣先 支援内容
備考・問い合
わせ先

関西広域連合岩手県現地連
絡所（大阪府・和歌山県現地
連絡所）

2人 3月14日～ 岩手県庁 現地情報の収集

県危機管理
局
073-441-
2262

岩手県支援物資集積場要員 4人 3月27日～
岩手県産業文
化センター「ア
ピオ」

物資の受入・出荷・車
両誘導等

保健師等派遣 4人

3月16日～3月21日 4人
3月19日～3月25日 4人
（和歌山市職員）
3月24日～3月29日 4人
3月28日～4月2日 4人
（和歌山市職員）

岩手県立山田
高等学校

健康相談、健康チェッ
ク、避難所の衛生対策

こころのケアチーム派遣 4人
3月28日～４月16日
６チームによる交代制

岩手県釜石保
健所

被災者への心のケア

救助活動
和歌山県防災ヘリコプター派
遣

１機 3月12日～18日 被災地全域 人命救助・医師等搬送

現在の派遣人
員

派遣期間 派遣先 支援内容
備考・問い合
わせ先

救助活動 緊急消防援助隊 0人
3月13日～3月20日
第１次106人
第2次101人

宮城県女川町
岩手県石巻市
他

人命救助

医療援助 DMAT（災害派遣医療チーム） 0人 3月12日～15日 計3隊
岩手県花巻市
内

医師、看護師等による
病院支援

県健康福祉
部医務課
073-441-
2604

日赤和歌山支部医療救護班
派遣

11人

3月11日～3月15日 10人
3月15日～3月19日 13人
3月19日～3月23日 11人
3月23日～3月27日 11人
3月27日～3月31日 11人

岩手県山田町 医療支援

南和歌山医療センター医療救
護班派遣

0人 3月16日～3月20日 6人 宮城県仙台市 医療支援

医療救護班（県立医大他） 7人

3月19日～3月23日 7人
（県立医科大学）
3月22日～3月26日 7人
（県立医科大学）
3月25日～3月29日 7人
（社会保険紀南病院）

岩手県山田町
豊間根中学校

医療支援

和歌山県立医科大学医師派
遣

1人
3月20日～3月26日 1人
3月25日～3月30日 1人

福島県立医科
大学

医療活動

１ 和歌山県の被災地支援（人的支援：県職員）

和歌山県の被災地支援（人的支援・関係機関職員）

支援項目

健康医療
関係

支援項目

総合

健康医療
関係
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２ 和歌山県の被災地支援（物的支援）

支援先 問い合わせ先 備考
分類 日時 詳細

H23.3.16 アルファ米 30,000食 岩手県
H23.3.16 飲料水 10,000本 岩手県
H23.3.18 飲料水 5,800本 岩手県
H23.3.18 カップ麺 3,500個 岩手県
H23.3.21 調味梅干 5,000パック 岩手県
H23.3.21 飲料水 121,466本 宮城県
H23.3.21 カップ麺 35,075個 岩手県
H23.3.21 アルファ米 21,480食 宮城県
H23.3.21 乾パン 14,280個 宮城県

H23.3.16 乳児用おむつ 4,000枚 岩手県
H23.3.16 マスク 20,000枚 岩手県
H23.3.18 ウェットティッシュ 2,300個 岩手県
H23.3.21 ウェットティッシュ 25,787個 岩手県
H23.3.25 排泄処理パック 10,000枚 岩手県
H23.3.25 生理用品 8箱 岩手県

H23.3.14 毛布 6,500枚 福島県
H23.3.16 毛布 1,500枚 岩手県
H23.3.16 防災マット 300枚 岩手県
H23.3.16 防災クッション 100枚 岩手県
H23.3.16 ボックスティッシュ 3,180箱 岩手県
H23.3.16 ブルーシート 500枚 岩手県
H23.3.18 使い捨てカイロ 25,000個 岩手県
H23.3.21 使い捨てカイロ 238.465個 岩手県
H23.3.21 線香 39箱 岩手県
H23.3.25 木炭 100箱 岩手県
H23.3.25 靴下 1,000足 岩手県
H23.3.25 肌着（大人用） 200着 岩手県
H23.3.25 男性用下着 8,100枚 岩手県
H23.3.25 子供服（女児用） 8,800着 岩手県
H23.3.25 ヤッケ 5,500着 岩手県
H23.3.25 洗濯ばさみ 960セット 岩手県
H23.3.25 線香 2,700束 岩手県

福祉保健総務課
TEL
０７３－４４１－２４７２

トイレ、生理用品等

その他の物品

支援内容

食料品等
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３ 和歌山県の被災地支援(住宅の提供について）

県営住宅、市営住宅等を提供（家賃、敷金、礼金は無償、共益費は有償）

提供戸数 入居戸数 受け入れ人数
入居戸数
（延べ入居戸数）

受け入れ人数
（延べ受け入れ人数）

県営住宅の提供 102
2
(2)

10
(10)

和歌山市 50
3
(3)

12
(12)

海南市 1

橋本市 3

御坊市 1

田辺市 12 -1 -3
1
(2)

3
(6)

新宮市 15

紀美野町 2
1
(1)

3
(3)

かつらぎ町 9

九度山町 5

高野町 4

湯浅町 2

日高川町 2

白浜町 2

上富田町 1

すさみ町 5

那智勝浦町 1

串本町 2

219 -1 -3
7
(8)

28
(31)

※ 申し込み、問い合わせ先

県土整備部都市住宅局建築住宅課 ０７３－４４１－３２１０

平成２３年４月末までは、土曜日・日曜日・祝日も受付対応

（午前９時～午後５時４５分）

現在の状況

市営住宅等の
提供

支援内容

合計

前日からの変動
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４ 被災地支援（放射能の影響に関する健康相談窓口等）

放射線の影響に関する健康相談窓口等について

健康福祉部 難病・感染症対策課

●県民の健康への影響について

●放射線の影響に関する健康相談窓口

※ 避難・屋内退避圏外から来られた方は心配ありません。

相談窓口 電話番号 開設日時

和歌山市保健所 ０７３－４３３－２２６１
月～金（祝日を除く）

８：３０～１７：１５

岩出保健所 ０７３６－６１－００２０

橋本保健所 ０７３６－４２－３２１０

海南保健所 ０７３－４８２－０６００

湯浅保健所 ０７３７－６４－１２９１

御坊保健所 ０７３８－２２－３４８１

田辺保健所 ０７３９－２６－７９３１

新宮保健所 ０７３５－２１－９６３０

新宮保健所串本支所 ０７３５－７２－０５２５

県庁難病・感染症対策課
（人の健康に関すること）

０７３－４４１－２６４３

県庁食品・生活衛生課
（食品の安全に関すること）

０７３－４４１－２６２４

月～金（祝日を除く）
９：００～１７：４５

・福島原子力発電所周辺の避難・屋内退避圏内から和歌山県に避難して来られた
方等、原子力発電所事故による健康への影響が心配な場合は下記で電話相談を
受け付けています。

・３月１１日の震災発生以降、上記の測定値は平常値で推移しております。
県民の皆様の健康には影響はありませんので、冷静な対応をお願いします。

和歌山県では県環境衛生研究センター（和歌山市）において、文部科
学省の委託を受けて空気中の放射線量の測定を行っています。
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５ 被災地支援（市町村の支援状況）

市町村名
支援本部
設置状況

設置日 主な支援状況等

1 和歌山市 ○ H23.3.14

・緊急消防援助隊 ５隊２０名 3/12 (3/20帰還)
・給水支援 ２ｔ車１台 3/14出発
・義援金の受付 3/14開始
・救援物資提供 3/16 岩手県へ（食料、水他）
・保健師等の派遣 3/19岩手県へ
・医師、診療放射線技師等の派遣 3/19福島県へ

2 海南市 ○ H23.3.14

・義援金の受付 3/15開始
・緊急消防援助隊 5名 (3/20帰還)
・給水支援 ３ｔ車 1台
・救援物資提供 3/16岩手県へ（ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ、マスク他）

3/18 ｱﾙﾌｧ米1,000食

3 橋本市 － －

・義援金の受付 3/14開始
・緊急消防援助隊 5名 (3/20帰還)
・給水支援 ４ｔ車 1台
・物資提供 3/18 水1.5Ｌ×７２０本

4 有田市 － －
・義援金の受付 3/15開始
・緊急消防援助隊 ５名 (3/20帰還)
・物資提供 3/18 ｱﾙﾌｧ米 1,600食

5 御坊市 － －

・義援金の受付 3/14開始
・緊急消防援助隊 １０名 (3/20帰還)
・物資提供3/18 ｱﾙﾌｧ米 1,000食 ｶﾝﾊﾟﾝ 720缶

6 田辺市 ○ H23.3.18

・義援金の受付 3/15開始
・緊急消防援助隊 ２８名（第１～２陣）(3/20帰還)
・救援物資支援

茨城県笠間市 ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ 3/12
岩手県一関市 毛布、飲料水他 3/13

クラッカー9,000食 3/18

7 新宮市 － －

・緊急消防援助隊 ５名 (3/20帰還)
・給水支援 ３台 宮城県名取市２台

茨城県高萩市１台
・物資提供 水、非常食、毛布

8 紀の川市 － －

・義援金の受付 3/14開始
・給水支援 ２ｔ車１台他 岩手県盛岡市へ3/18出発
・3/18 救援物資支援 宮城県登米市へ

おむつ、粉ミルク、懐中電灯他
・3/22 福島県相馬市 救援物資（食料）支援

9 岩出市 － －
・義援金の受付 3/15開始
・備蓄品の供出 3/18 ｱﾙﾌｧ米 2,500食、

ｶﾝﾊﾟﾝ 3,000缶、 保存水 1,008本（500ml）

10 紀美野町 ○ H23.3.14

・義援金の受付 3/14開始
・給水支援 ３t車１台 3/15午後出発
・緊急消防援助隊 ４名 3/12 (3/20帰還)
・備蓄品の供出 3/19 ｱﾙﾌｧ米 500食他

11 かつらぎ町 － －
・義援金の受付 3/14開始

12 九度山町 ○ H23.3.17

・義援金の受付 3/14開始
・備蓄品の供出 ｱﾙﾌｧ米 800食 保存水 ２Ｌ 60本
・救援物資 3/21発送 飲料水 ２Ｌ 12,480本

13 高野町 － －
・義援金の受付 3/14開始
・緊急消防援助隊 ５名 (3/20帰還)

14 湯浅町 ○ H23.3.14

・義援金の受付 3/14開始
・緊急消防援助隊 ３名 救急車１台 (3/20帰還)
・備蓄品の供出 ｱﾙﾌｧ米600食 救援物資 水２Ｌ 1200本

15 広川町 ○ H23.3.14
・義援金の受付 3/15開始
・町民へ救援物資受付の周知（放送）
・3/18 町民からの救援物資受付 カイロ等 約２万個

16 有田川町 ○ H23.3.14

・義援金の受付 3/14開始
・緊急消防援助隊 １０名 (3/20帰還)
・救援物資 ｱﾙﾌｧ米 3,000食 水２Ｌ 1,134本

和歌山県内各市町村の東日本大震災に関する支援状況 平成２３年３月２８日 １５時現在 Ｎ0.1

※ 下線部が変更箇所です。

和歌山県東北地方太平洋沖地震被災地支援対策本部 県総務部危機管理局
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市町村名
支援本部設

置状況
設置日 主な支援状況等

17 美浜町 － －
・義援金の受付 3/14開始 継続受付中
・救援物資 3/17～18 第一次受付終了
・3/18 アルファ米 1,000食 備蓄用パン 480食

18 日高町 － －

・義援金の受付 3/15開始
・衛星携帯電話の貸与

(日高広域消防、緊急消防援助隊)
・備蓄品の供出 カンパン 1,000個

19 由良町 検討中 －
・義援金の受付 3/14開始

20 印南町 ○ H23.3.14
・義援金の受付 3/15開始

21 みなべ町 － －

・義援金の受付 12箇所募金箱設置
・救援物資 3/17 茨城県水戸市へ
全国梅サミット 災害応援協定による
（紙おむつ、飲料水、梅干し他）

・3/17義援金の町専用口座開設 チラシ各戸配布(3/18)
・県の救援物資集積への協力 町役場駐車場にて収集

カップ麺、飲料水、カイロ等 約16,000個

22 日高川町 － －
・義援金の受付 3/14開始

23 白浜町 ○ H23.3.18

・義援金の受付 3/14開始
・緊急消防援助隊 ５名 (3/20帰還)
・町から物資支援 ｱﾙﾌｧ米200食、飲料水 720本等
・白浜観光協会等の物資支援 飲料水100ケース

24 上富田町 ○ H23.3.14
・義援金の受付 3/14開始
・救援物資3/18出発岩手県宮古市へ(役場及び町民協
力)

25 すさみ町 ○ H23.3.15
・義援金の受付 3/15開始
・緊急消防援助隊 (白浜消防装備拠出)

26 那智勝浦町 － －
・義援金の受付 3/14開始
・緊急消防援助隊 ５名

27 太地町 ○ H23.3.15
・義援金の受付
・備蓄品の供出（3,000食分）

28 古座川町 － －

・義援金の受付 3/15開始
・古座川町からの義援金
・救援物資 白米２．７ｔ 岩手県宮古市
・備蓄品の供出（ｱﾙﾌｧ米 500食）

29 北山村 － －
・義援金の受付 準備中

30 串本町 ○ H23.3.16

・義援金の受付 3/15開始
・緊急消防援助隊 ３名 (3/20帰還)
・救援物資 白米 17.5t (岩手県宮古市)
・備蓄品の供出 （岩手県宮古市）

おむつ、粉ミルク他
・救援物資 3/18 ｱﾙﾌｧ米 500食（岩手県へ）

和歌山県内各市町村の東日本大震災に関する支援状況 Ｎ0.２
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口
座
の
開
設

和
歌
山
県
が
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災

害
義
援
金
」
を
募
集
。

３
月
２
８
日
現
在

９
９
，
４
０
７
，
９
９
６
円

福
祉
保
健
総
務
課

電
話
０
７
３
－
４
４
１
－
２
４
７
２

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
被
災
地
へ
の
災

害
義
援
金
に
つ
い
て

和
歌
山
県
議
会
で
は
、
全
議
員
４
４
名
の
負
担

に
よ
り
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
者

支
援
の
た
め
、
義
援
金
１
０
０
万
円
を
送
る
こ
と

を
決
定
。

和
歌
山
県
医
師
等
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付

窓
口
開
設

３
月
１
８
日
(金
)、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
意
志
の

あ
る
医
師
等
医
療
従
事
者
か
ら
申
し
込
み
を

受
け
付
け
る
窓
口
等
を
設
置
。

３
月
２
７
日
現
在

７
件
登
録

（
医
師
１
名
、
看
護
師
５
名
、
薬
剤
師
１
名
）

医
務
課

電
話
０
７
３
－
４
４
１
－
２
６
０
３

（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
４
５
分
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
３
－
４
２
４
－
０
４
２
５

（
終
日
）

児
童
生
徒
の
受
け
入
れ

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
被
災
し
、
和
歌
山

県
内
に
転
居
さ
れ
る
方
で
、
公
立
学
校
へ
の
入

学
・
転
入
学
・
編
入
学
を
希
望
さ
れ
る
児
童
生
徒

に
つ
い
て
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
の
各
担
当

窓
口
を
設
置
。

教
育
委
員
会
学
校
指
導
課

電
話
０
７
３
－
４
４
１
－
３
６
８
６

【
小
・
中
学
校
】

義
務
教
育
班
０
７
３
－
４
４
１
－
３
７
０
５

【
特
別
支
援
学
校
】

特
別
支
援
教
室
０
７
３
－
４
４
１
－
３
６
８
３

【
高
等
学
校
】

高
等
教
育
班
０
７
３
－
４
４
１
－
３
６
６
２

和
歌
山
市
給
水
車
（
２
ｔ）
１
台
＋
支
援
車
１
台
人
員
４
名

大
船
渡
市
で
給
水
活
動
中

海
南
市
給
水
車
（
３
ｔ）
１
台
＋
支
援
車
１
台
人
員
４
名

大
船
渡
市
で
給
水
活
動
中

新
宮
市
ト
ラ
ッ
ク
＋
２
ｔタ
ン
ク
積
載
を
２
台
人
員
６
名

宮
城
県
名
取
市
で
給
水
活
動
中

橋
本
市
給
水
車
（
４
ｔ）
１
台
人
員
２
名

一
時
帰
還
中

田
辺
市

茨
城
県
高
萩
市
へ
出
発
し
、
１
７
日
に
新
宮
市
と
引
き

継
ぎ
を
予
定
し
て
い
た
が
延
期

新
宮
市
給
水
車
（
４
ｔ）
１
台
＋
支
援
車
１
台
人
員
５
名

茨
城
県
高
萩
市
へ
出
発
し
た
が
、
活
動
を
中
止
し
帰

還

岩
出
市
給
水
車
（
３
ｔ）
１
台
＋
支
援
車
１
台
人
員
４
名

岩
手
県
盛
岡
市
へ
出
発
予
定
で
あ
っ
た
が
、
受
け
入

れ
体
制
が
整
う
ま
で
待
機

紀
の
川
市
ト
ラ
ッ
ク
＋
２
ｔタ
ン
ク
積
載
を
１
台
給
水
袋
2
,0
0
0

袋
人
員
４
名

宮
城
県
登
米
市
で
の
給
水
活
動
を
終
了
し
帰
還

紀
美
野
町
給
水
車
（
３
ｔ）
１
台
＋
支
援
車
１
台
人
員
４
名

一
時
帰
還
中

白
浜
町
人
員
２
名
（
3
月
2
9
日
出
発
予
定
）

和
歌
山
市
・
海
南
市
の
給
水
車
を
使
用
し
、
大
船
渡

市
で
活
動
。
今
後
、
県
内
市
町
村
で
順
次
交
代
し
な

が
ら
給
水
活
動
し
て
い
く
予
定
。

給
水
支
援
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【関西広域連合（徳島県）】

○ 東北地方太平洋沖地震に関する徳島県の被災地支援の状況について

１．本日の主な動き

（１）「第３回徳島県被災地支援対策本部会議」

・午前９時３０分から「被災地支援の取組み状況について」を議題とする本部会議

（知事出席）を開催した。

・被災地支援統括部を新設し、８つの専門チームから成る体制へと強化を図ること

とした。

（知事指示事項）

・現在、「関西広域連合」において取りまとめている震災に関する「緊急提案」の中に、

ＱＯＬの回復についてのきめ細かな支援、被災児童・生徒の受入支援、損壊家屋等の処

理対策，義援金に関する税制上の優遇措置など、「徳島発の提言」を盛り込むよう調整

すること。

・また「緊急提案」については、被災者の立場に立った、きめ細かな内容となる

よう、関係府県と調整を進めること。

・今後とも「徳島県被災地支援対策本部」をトップに「関西広域連合」との連携

をより一層深め、全庁を挙げて復興支援に取り組んでいくこと。

（２）「原子力発電所災害対応方針」の決定

・原子力発電所における事故等の影響が本県に及ぶようなこととなった際に、県と

して適切な対応を図るための基本的な方針を決定した。

（３）人的支援

・宮城県北部沿岸市町支援本部派遣職員

第１陣（１５名）

１班（５名） 宮城県気仙沼市にて支援活動に従事。

２班（５名） 宮城県南三陸町にて支援活動に従事。

３班（５名） 宮城県石巻市にて支援活動に従事。

第２陣（１５名）

午後０時１５分からの壮行式（副知事出席）の後、宮城県に向け出発。

・広域緊急援助隊

刑事部隊 第２陣（１０名）

宮城県石巻市にて検視用務に従事。
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警備部隊 第２陣（４４名）

午後１時に宮城県に向け、機動隊舎（徳島市論田町）を出発。

・日本赤十字社徳島県支部（医療救護班）第５班（９名）

午前９時３０分に岩手県に向け出発。

・被災地支援（教育）チーム

第３陣（５名）

宮城県石巻市・女川町にて被災児童・生徒の「心のケア」等の支援活動に

従事。

第４陣（５名）

午前７時からの壮行式の後、学校避難所において「心のケア」等を行う現地

支援要員が、宮城県に向け出発。

・被災地支援（医療・保健）チーム(徳島大学病院 第２班）（５名）

石巻市立万石浦中学校にて支援活動に従事。

・「被災地支援（医療・保健）チーム」

第４陣

保健師チーム（６名）

宮城県仙台市若林区内避難所等（大和小学校，若林小学校，家庭訪問）

にて支援活動に従事。

医療救護チーム（７名）

石巻市立万石浦中学校にて支援活動に従事。

災害支援ナース（２名）

石巻市立稲井中学校にて支援活動に従事。

心のケアチーム（４名）

宮城県仙台市若林区内避難所等（大和小学校、遠見塚小学校 他５カ所）

にて支援活動に従事。

第５陣（２４名）

午前８時４５分からの壮行式（副知事出席）の後、宮城県に向け出発。

①保健師チーム ６名

②医療救護チーム １１名（うち徳島大学病院３名）

③災害支援ナース ２名

④心のケアチーム ４名

⑤現地連絡員１名
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（４）環境放射能の調査結果

・空気中の放射線量の測定

前日午後５時から本日午後５時までの放射線量の測定値は、０．０３７～

０．０３９μSv/h であり、異常なし。

・定時降下物（ちり，ほこり，雨など）の分析（ヨウ素１３１，セシウム１３７）

前日午前９時から本日午前９時までの降下物 検出されず。

・上水（蛇口水）の分析（ヨウ素１３１，セシウム１３７）

前日採取した上水 検出されず。

■県ホームページ

http://www.pref.tokushima.jp/docs/2011031500153/

２．明日の主な動き

・関西広域連合委員会

午後４時３０分から、兵庫県災害対策センターにて「東北地方太平洋沖地震の被

災者・被災地支援の対応について」等を議題とする関西広域連合委員会（副知事

出席）を開催。
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（参考）

１ 広域緊急援助隊の活動状況

派遣内容 派遣先 備 考

刑事部隊 １０名 宮城県

２ 緊急消防援助隊の派遣状況

派遣内容 派遣先 備 考

航空部隊 １隊 宮城県 防災ヘリ「うずしお」

３ 支援連絡要員の派遣

派遣内容 派遣先 備 考

支援連絡要員 ４名 宮城県

４ 支援人員の派遣

（１）避難所での医療救護，健康対策

派遣内容 派遣先 備 考

保健師 ４名 宮城県 被災地支援チーム（第４班）

事務職 ２名 宮城県 被災地支援チーム（第４班）

（２）心のケア

派遣内容 派遣先 備 考

医師 １名 宮城県 被災地支援チーム（第４班）

看護師 １名 宮城県 被災地支援チーム（第４班）

心理士 １名 宮城県 被災地支援チーム（第４班）

事務職 １名 宮城県 被災地支援チーム（第４班）

（３）救護所等の医療支援

派遣内容 派遣先 備 考

医 師（救護所） ４名 宮城県 被災地支援チーム（第４班）

看護師（救護所） ６名 宮城県 被災地支援チーム（第４班）

薬剤師（救護所） ２名 宮城県 被災地支援チーム（第４班）

事務職（救護所） ２名 宮城県 被災地支援チーム（第４班）

（４）宮城県北部沿岸市町支援本部

派遣内容 派遣先 備 考

事務職等 １５名 宮城県 被災地応援派遣チーム（第１班）
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（５）教育対策

派遣内容 派遣先 備 考

事務職等 ０名 宮城県 被災地支援（教育）チーム（第２班）

養護教諭等 ５名 宮城県 被災地支援（教育）チーム（第３班）

※１～５までについては，前日からの変更箇所に下線を記入しています。
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○ 幼稚園・学校・ＰＴＡの協力による東北地方太平洋沖地震被災地への支援について

１ 趣 旨

徳島県教育委員会では、被災地の幼児・児童生徒の「心のケア」を支援するため、養護

教諭・特別支援学校教員を中心とする継続した派遣を計画・実施するとともに、被災地の

「学校再開」を支援する取組を計画し，実施してまいります。

この取組の一環として、県内の教育委員会、各公立幼稚園・小中学高校、特別支援学校、

各単位ＰＴＡの協力を得、被災地における幼児、児童生徒の新学期準備を支援するための

支援物資をとりまとめ、被災地に送ることとしました。

２ 実施機関 徳島県教育委員会

３ 協力をお 県内市町村教育委員会

願いする 県内公立幼稚園・小中学校・高校・特別支援学校

機 関 県内公立幼稚園・小中学校・高校・特別支援学校ＰＴＡ

４ 支援物資 平成２３年４月４日（月） 午後１時から午後５時まで

収集日 ５日（火） 午前９時から正午まで

５ 収集場所 徳島県庁万代南１・２会議室（別紙参照）

６ 支援物資 平成２３年４月６日（水）

の被災地

への発送

７ 支援物資例 ①文房具（使用していないもの）

（新学期に向けて） ・ノート，鉛筆，用紙等

②教具・遊具類

・粘土，なわとび，ボール，裁縫セット，書道セット，

絵の具セット，カルタ，パズル，積木等

③図書類

・辞書，絵本，紙芝居，単行本，文庫本，参考書等

④学校事務用品類
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【関西広域連合（鳥取県）】

○ 県営住宅等に入居される被災者の方への提供可能な生活用具の事前登録の受付状況等

について

東北地方太平洋沖地震で被災世帯を県営住宅等で受入れており、これらの住宅に入居され

る被災世帯の皆さまに使用していただく生活用具としてご提供いただけるものについて事

前登録の受付を行っております。３月２８日午前１０時現在での生活用具の受付状況等をお

知らせします。

１ 受付概要

１）受付期間・時間

平成２３年３月２２日（火）～３月３１日（木） 午前９時から午後５時まで

２）受付・問合せ先

東部総合事務所県民局企画総務課（鳥取市立川町６丁目176）

電話0857-20-3652 ﾌｧｸｼﾐﾘ 0857-20-3658

中部総合事務所県民局県民活動課（倉吉市東巌城町２）

電話0858-23-3983 ﾌｧｸｼﾐﾘ 0858-23-3425

西部総合事務所県民局企画県民課（米子市糀町１丁目160）

電話 0859-31-9634 ﾌｧｸｼﾐﾘ 0859-31-9639

２ 受付状況（平成２３年３月２８日午前１０時現在）

登録申出人数 ４０名

登録件数 １１８件

東部地区 中部地区 西部地区 合計

申出人数 ２２名 ２名 １６名 ４０名

照明器具 ４ １ ０ ５

テレビ ０ １ １ ２

洗濯機 １ １ ２ ４

冷蔵庫 ３ ０ ２ ５

炊飯器 ３ ０ ０ ３

電子レンジ ２ １ ３ ６

暖房器具 １１ １ ６ １８

布団・毛布 ２５ １ ３７ ６３

その他※ ６ ０ ６ １２

登

録

件

数

計 ５５ ６ ５７ １１８

※その他との物品としてはトースター、魚焼き器、学習机、ホットプレート、座

卓など
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３ 登録した生活用具の提供状況

○上記で登録を受け付けた生活用具のうち、洗濯機、冷蔵庫、暖房器具、照明器具

を３月２５日に入居決定した鳥取市内の県営住宅に設置した。

○この他、ガスコンロ、湯沸かし器及び上記生活用具のうち、登録の申出がなかっ

たもの、登録が間に合わなかったものについては、生活に支障がないよう県で準

備。

４ その他

各報道機関の皆様には、登録が少ない物品（テレビ、洗濯機、炊飯器など）の登録

の呼び掛けについてご協力をお願いします。

○ 東北地方太平洋沖地震被災者向け住宅相談受付状況(3 月 28 日 15 時現在)

東北地方太平洋沖地震で被災された方に対する住宅支援として、本県では県営住宅等の提

供を行っており、入居相談を受け付けております。

３月２８日１５時現在の住宅相談の受付状況は下記のとおりです。

記

被災者向け住宅相談受付状況（３月２８日１５時現在）

相談世帯数：３１世帯(累計) ３月２７日と変更ありません。

(受付概要)

区 分 ３月２８日（新規） 累 計

①既に被災地から鳥取県に一時避難さ

れ、被災者向けの公営住宅への入居に

ついて相談されている方
―

１０世帯４０名

（うち 1世帯 7

名は３月２５日

に入居決定）

②被災地の避難所等に一時避難され、

鳥取県内の被災者向けの公営住宅等へ

の入居について相談されている方

―

８世帯 ２１名

（うち２世帯７

名は３月２５日

に入居決定）

③支援制度の問合せ又は支援の対象外

となる方
― １３世帯

計 ３１世帯

（参考）

住宅相談窓口 ０８５７－２６－７４１１

（午前８時３０分から午後５時１５分まで。土日祝日も対応。）
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○ 県内の環境放射線量の状況（3/27～3/28)

このことについて県内２箇所の観測地点の測定値は下記のとおりです。なお、湯梨浜町

の測定値は衛生環境研究所のホームページで毎日公開しています。また、三朝町の測定値

は環境防災 Nネットですでに公開されています。

衛生環境研究所（http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=3565）

環境防災 Nネット（www.bousai.ne.jp/)

１ 放射線量及び降下物、上水の放射能測定値

現在の放射線量は、従来と比べ大きな変動はありません。

また、全国のモニタリング状況は、文部科学省のホームページで公開されています。

文部科学省（http://www.mext.go.jp/a_menu/saigaijohou/syousai/1303956.htm）

表１ 放射線量の測定値

地点 測定値（μSv/h）※注

(3/27 10:00 から 3/28 9:00 まで)

湯梨浜町南谷

(衛生環境研究所)

０．０６２～０．０６５

最大値観測時間(3/27 10:00)

三朝町木地山 ０．０３２～０．０３６

最大値観測時間(3/27 10:00)

注）実際の測定値自体は「Gy」という単位ですが、以下の参考のとおり「Sv」とし

て記載しています。「μ」：マイクロ（1/1000,000 の意味）

表２ 降下物、上水の放射能測定値（採取場所：湯梨浜町南谷）

項目 測定値

降下物（MBq/km２） 検出されない（採取日：3/26 9:00～3/27 9:00）

上水（Bq/kg） 検出されない（採取日：3/27 13:30）

２ その他参考情報

① 放射線の単位について

「Gy（グレイ）」と「Sv（シーベルト）」は次のとおり異なった概念ですが、観測値は

近似していますので、そのまま読み替えても支障ありません。

(1)吸収線量［グレイ（Gy)］：物体が放射線から受けた総エネルギー量

(2)等価線量［シーベルト（Sv）］：放射線の人体への影響度

Sv(等価線量)＝Gy(吸収線量)×(放射線加重係数)

・放射線加重係数：放射線の種類で異なる。（１～２０の値）

・通常の測定される放射線のほとんどはガンマ線であり、その放射線荷重係数は１

② 過去の測定値（通常の状態の放射線量の目安）は次のとおりです。

衛生環境研究所(H19.4 から H22.3) 0.036～0.110 μGy/h

三朝町木地山 （H19.4 から H22.3） 0.013～0.104 μGy/h
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③ 放射線量について

環境中の放射線量は気象条件等により増減します。例えば、降水により大気中の放

射性物質が降下することにより測定値は上昇します。一方、積雪がある場合には、地

表からの放射線が遮られることにより低下します。

○ 東北地方太平洋沖地震に係る職員災害応援隊の帰鳥報告

宮城県からの要請により避難所の運営補助などに従事する職員３０名を３月２２日から

石巻市に派遣しているところですが、第一陣として派遣した職員の帰鳥報告を下記のとお

り行います。

記

１ 日時等

（１）日時 平成２３年３月２９日（火）午前１１時から

（２）場所 鳥取県庁第３応接室

２ 出席者

（１）報告者

職員災害応援隊

隊長 西原
にしはら

賢
まさる

（八頭総合事務所農林局八頭農業改良普及所 普及主幹）

他隊員３名

（２）報告受者

藤井副知事、河原統轄監、門前総務部長他

３ その他

第１陣の派遣期間：３月２２日（火）～３月２８日（月）

活動内容：石巻市内の小学校などの避難所１４箇所に泊り込み、市役所との連絡調整、

清掃、炊き出しの補助などを行った。
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○ 東北地方太平洋沖地震等に係る健康相談窓口のご案内

東北地方太平洋沖地震及びこれに関連する原子力発電所災害に伴い、今後鳥取県内にお

いても避難者等が増加することが予想されます。県では、従来から下記のとおり「健康に

関する相談窓口」を設置し県民の皆様から心身の健康に関する相談をいただいているとこ

ろですが、これらの窓口では、このたびの災害に伴う健康相談も受け付けていますので、

ご活用くだささるようお知らせします。

なお、ご相談の内容によっては、専門の医療機関等を紹介させていただく場合がありま

すので、ご了承願います。

※相談内容… 心身に関する不安、放射線被ばくに関すること など

※相談者 … ・鳥取県に避難された方

・その他、今回の災害で相談をご希望の方

記

開設時間：午前８時３０分～午後５時１５分（土・日・祝日を除く）

相談窓口 所在地 電話番号

東部総合事務所

福祉保健局 鳥取市江津７３０ ０８５７－２２－５１６１

中部総合事務所

福祉保健局 倉吉市東巌城町２ ０８５８－２３－３１４６

西部総合事務所

福祉保健局 米子市東福原１丁目１

－４５

０８５９－３１－９３１８
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○ 東北地方太平洋沖地震に係る救援支援物資の受付及び被災地への搬送状況（第１０報）

１ 受付状況

6,670 人

23,342 個

5,800 個

451 個

10,023 本

17,082 本

6,546 本

3,786 本

10,396 個

2,468 個

4,556 袋

6,477 袋

6,884 枚

紙おむつ幼児用

紙おむつ大人用

毛布

その他飲料５００ﾐﾘﾘｯﾄﾙ

その他飲料２ﾘｯﾄﾙ

生理用品

粉ミルク

東北地方太平洋沖地震に係る救援物資について、３月１８日～２５日までの受付状
況（確定値）及び被災地への搬送状況を下記のとおり取りまとめました。

提供者人数

カップ麺

インスタント麺

乾パン

水５００ﾐﾘﾘｯﾄﾙ

記

区分

水２ﾘｯﾄﾙ

累計（確定値）
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２ 被災地への搬送状況

東部・八頭 1 台

被災地への 中部 1 台

搬送車両数 西部 3 台

日野 (1 台) ※１

計 5 台

1 回

16,837 個 ※２

4,107 個

233 個

7,818 本

12,295 本

3,374 本

2,292 本

5,750 個

1,475 個

2,760 袋

2,614 袋

0 枚

３ 差引残数

6,505 個

1,693 個

218 個

2,205 本

4,787 本

3,172 本

1,494 本

4,646 個

993 個

1,796 袋

3,863 袋

6,884 枚

紙おむつ幼児用

紙おむつ大人用

毛布

その他飲料５００ﾐﾘﾘｯﾄﾙ

その他飲料２ﾘｯﾄﾙ

生理用品

粉ミルク

インスタント麺

乾パン

水５００ﾐﾘﾘｯﾄﾙ

水２ﾘｯﾄﾙ

毛布

区分

区分

カップ麺

生理用品

粉ミルク

紙おむつ幼児用

紙おむつ大人用

水５００ﾐﾘﾘｯﾄﾙ

水２ﾘｯﾄﾙ

その他飲料５００ﾐﾘﾘｯﾄﾙ

その他飲料２ﾘｯﾄﾙ

カップ麺

インスタント麺

乾パン

自衛隊の搬送回数

※１ 西部とあわせて１台で搬送
※２ 前回の集計に誤りがあり、数字を訂正しています。

これまでの累計

残数
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